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いと推定された。なお， B13号墳で勾玉と考えられる遺物(3)が出土しており，当初琉E自と考えて

分析を行ったが，結果は琉E自ではなく， 土製の可能性が高いというものであった。土製勾玉は縄文時

代から古代にかけ， 主に竪穴住居等の集落遺跡から出土することが知られている削。古墳からの出土

例は少ないが，浦辺古墳群(山口県)，吉川古墳群(鳥取県)，横田東古墳群 (岡山県)，船来山古墳

群(岐阜県)，三方原古墳群(静岡県)，東谷古墳群(千葉県)，熊堂古墳群 (岩手県)等注7，全国的

にみられ，土製勾玉であれば県内初例となる。
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第52図 放射状区画珠・乳文鏡出土地点
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(4 )古墳群の時期(第53図)

今回の調査ではB古墳群の対象となった古墳が

少なく，群内の前後関係は不明だが， C古墳群を

出土造物，立地状況等から時期区分し，時間的変

化を示したい。

第 l段階:(古墳時代前期中葉~後半)

C 1号墳が尾根筋上で，かつ 31f向への分岐点

に築造される。C古墳群中最も高所に位置し，平

野側への眺望が最も聞けている。古墳の規模は径

24mの円墳で， C古墳群内では最も大きな墳丘を

もつことから， C古墳群で披初に築造された古墳

であろう 。埋葬施設は墳頂平坦面のやや西側にず

れた位置から裳坑 I基を検出しており ，剖竹形木

棺の木棺直葬と推定される。墓坑底に部分的であ

るが赤色土の堆積が認められ，棺底部内面への塗

布か，頭胸部周辺への赤色土(顔料)の散布が行

われていたものと考えられる。

副葬品はヤリ ・ガラス小玉があり ，ヤリは茎部

残存の木質と漆膜から 4枚合わせの柄木をもっと

考えられる。この他周溝からは墳頂からの転落遺

物とみられる土師器が出土しており，有段口縁壷

は古府クルピ式期(漆阿}編年8群)前後に位置付

けられる。

第2段階:(古墳時代前期後半~末)

尾根筋から商 ・東方向へ張り出す支丘で古墳築

造が始まり， C 4 . C 7号墳が支丘中腹の平坦地

に築かれる。C4・C7号墳の下段，支丘先端は

削平されており旧地形を留めていないが，丘陵裾

まで蛇行する小矢部川が追っており，第 1段階も

含め丘陵側 ・平野側双方からの眺望がきく場所か

ら古墳築造が始まったといえる。古墳の規模はC

7号墳が一辺約12mの方墳， C 4号墳は商 ・東側

を削平され，西側は調査区外なため一辺18mと推

定される方墳である。埋葬施設はC4号墳で，墳

頂部のほぼ中央で墓坑1基を検山しており，割竹

形木棺の木棺直葬と推定される。C7号墳につい

ては墳丘を削平されているため，埋葬施設につい

ては不明である。

副葬品には， C 4号墳から方形板鍬 ・鋤先 ・水

第四章板屋谷内B.C古墳群

二ザ多司

4 段 階

第53図板屋谷内C古墳群変遷図
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晶勾玉 ・緑色凝灰岩管玉がある。方形板鍬 ・鋤先は富山県内では弥生時代終末~古墳時代中期前半に

かけて 5例が知られており ，C 4号墳出土品は刃部幅の広いタイプで，古墳時代前期後半に位置付け

られよう削。 この他C4号墳周溝から土師器 ・須恵器， C 7号墳周溝から土師器が出土している。周

溝出土土師器は，C 4・C7号墳とも墳頂からの転落遺物と考えられ， C 7号墳出土の赤彩された有

段口縁査は，古府ク jレピ式期(漆町編年8・9群)前後と考える。

第l段階と第2段階とは周溝出土土器の形式的には，ほぽ同時期と考えられるが， C 1号墳出土土

器が若干古相とみられる。第1段階 ・第2段階に分けたが時間的な差はあまりなく ，ほとんど連続し

て築造されたと想定している。

第3段階 :(古墳時代中期前半)

東へ張り出す支丘中腹にC6号墳が築造される。C6号墳はC7号墳上段の狭小な平坦地に立地す

る。古墳の規模は径17mの円墳である。埋葬施設は墳丘中心よりやや北聞に偏った地点で落ち込みを

検出している。墳丘の流失や立木の根荒らしに より全形を把握していないが，纂坑の北西コーナーに

あたるとみられる。

副葬品には銅鏡 ・剣 ・玉類がある。剣は短剣タ イプで，中期前半になると短剣は減少し，長剣が地

方の中小古墳に副葬されるまでに一般化する傾向にあることを考慮すると短剣副葬としては終末頃の

例となろう 。富山県内では短剣の出土例は少なく，関野2号墳例制と共に最もくだる例の Iつとなろ

う。玉類は材質，種類ともに多様で，県内の中期古墳において滑石製の小玉が多数出土すること，玉

類の組み合わせが多様化する傾向削にあることと合致する。

第4段階 :(古墳時代中期?)

尾根筋から南へ張り出す支丘の分岐点にC2号墳が築造される。C2号墳はC4号墳上段の急斜面

と尾根筋との接点の狭小な平坦地に立地する。南側平野への眺望はきくが，東側についてはC6・C

7号墳のある東支丘により遮られる。古墳の規模は径15mの円墳で、ある。埋葬施設は墳頂部で墓坑を

検出したが，全体は把握していない。

副葬品はなく不明である。周溝からは陶邑製品の搬入と考えられる須恵器が出土しているが，小片

で詳細は不明である。

古墳の築造順に整理すると， C 1号墳→C7・C4号墳→C6号墳となり， C 1号墳→C7号墳の

時間差はそれほどなく， C 2号墳についてはC6号噴に後続するものと考える。B肯噴群については，

B13号墳が附土須恵器の時期から中期後半と考えられ， C 2号墳と同時期か，C 2号墳に後続すると

考えられる。板屋谷内古墳群としては，来調査古墳が多く想定の域をでないが，丘陵先端の一段下が

った位置に全長51mの前方後円墳 (A1 号墳)が築造されたのを初現とし， 標高50~66mの尾根上に

中小規模の円 ・方墳が順次築造されたとみられる。これらの古墳は前期初頭から後期の長期間にわた

り営まれたもので，A 1号墳以外は突出した墳丘をもたず，少数の20mを超える中規模墳と，20m以

下の小規模墳から構成される。C古墳群は板屋谷内肯墳群のなかでは比較的早い時期に築造が始まっ

たと考えられよう。

板屋谷内古墳群周辺には，前方後方墳とみられる五十里 1号墳や須田不動山古墳群，西海老坂小田

谷内古墳群等の出現期古墳が集中しており ，今凪の調査結果は西山丘陵における地域史解明の好資料

となるであろう。古墳とそれを支えた地域集団との関係，土器編年と古墳編年の関係等，検討される

べき問題は多く ，今後の資料の蓄積に期待したい。 (金三津道子)
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注 l 小問木治太郎 ・岡島富慈美 1987 r第5j事 考祭 a土飾器Jrr縄野古墳群j小矢部市教育委員会 ・小矢部市古墳発掘調

査団

宇野隆夫 ・抑川:!.子 1988 r第 5望者 考察 a土飾務Jr谷内16号墳j小矢部市教育委員会 ・小矢部市古積発掘濁査団
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注5 平尾良光氏の御教示による。
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2吉田和気夫 1996 r刀剣類Jr石川県考古資料調査 ・集成事業報告舎 武器 ・武具 ・馬具 1J石川考古学研究会

岱山県 1972r岱山県史考古編j

富山考古学会 1999 r'tT山考古学会創立50周年記念シンポジウム 富山平野の出現期古墳j発表裟旨 ・資料集

富111考古学会 2∞3 r富山県古境副葬品集成Jr大境j第23号

富111大学人文学部考古学研究室 2∞6 r北陸の古墳編年の再検討j平成17年度富山大学人文学部公開研究会資料

七尾市教育委員会 1994 rMi機ゼニガミネ古墳j

奈良県立橿原考古学研究所 2∞6r 3次元デジタルアーカイプ古鋭総覧 1. n J学生社

西川I隊野 2005r古漬時代北陸の袋状鉄斧についてJr紀要 富山考古学研究j第8号財団法人富山県文化振興財団

林大智 2005r第4節鉄製品Jr八皇向山遺跡群j小松市教育委員会

氷見市教育委員会 2∞o r柳田布尾山古墳 第 l次 ・第2次発栂調査の成果J

深田 i告 2∞6r望書協製玉類の展開 烏線県の様相を中心にJr季初 考古学j第94号 雄111関

本田光子 1995 r古墳時代の赤色顔料Jr考古学と自然科学j第31・32号 日本文化財科学会

埋蔵文化財研究会 1989 r古墳時代前半期の古噴出土土器の検討J第W分冊 東海以来篇

松井和幸 2001 r日本古代の鉄文化J維111悶

村上恭通 ・山村芳賀 2003r~工具J r考古資料大観7 弥生 ・古墳時代 鉄 ・金属製品j小学館
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第四章板屋谷内B.C古墳群

第 8表板屋谷内B・C古墳群古墳一覧

様路
tJ't任 盛土 j吊i庫 凋14事締役

図!版
T可tft名

(m) 111上遺物 4踊考 t甲駅l裕一.~~. 描s号
7陪規筏旬、) イj~署員事高(m) 縮(m) 揮さ(m) 積f踊 混佼(m) 主軸方位

813l，;'境 61 円 f王26 イI 05 
本有'W町411

SKI 32-X2.0-X0.24 N・3・.W 鉄斧.鉄刀.刀子，1:製
7-10 8-10 (組合式本州) 勾~，上師~，~ì恕~

BI4l，;.1(t ω 円
短径 20

:(i 0.7 
本柏直線

SK2 2.6-x 1.0x025 N.82・.IV上自I~~ 12-15 11-13 
長径 25 (剣竹形~柑}

Cl ~~.崎町 65.7 刊 f王24 右 08 4.0 0.74 
木相直線

SK5 6.4xI.9XO.2 N・51'.E ヤリ，ガラス'f.，土防総 赤色土 16-20 14-17 (鳴竹形本側?)

C2~~杭 ω 円 {'t15 :(i 0.7 3.0 1.40 木ifll立維? SK4 。7-x1.45x0.1 N42'.W Ui怒~ 22-24 18・19

C4 fJ.JJl 44 方 18xl8 :(j 1.1 4.0-4.5 0.70 (制本約111形)1(本(~相事r) 
方形板鍬・鋤先';i水2.Al， 

SK2 4.9-x2.15XO.25 N・37'.E 勾玉.fi玉.上面~~，m 26-30 20-22 
!;!i.~ 

珠文鋭，内行~E文鋭，

C6:}JJ't 48.3 円 1'U7 ギI 0.8 4.0 1.10 本有'rl，'(4Il? SK4 N・32・.E 鉄剣.刀子.J.唱靖広j司ミ.
32-お・432.3-26 

管ガラ玉ス，~ノ旺j、玉1(ガラλ管玉，
，脱却九五

C7:}JJl 抽--10 方 1l.6xll.6 
'時

1.5 0.44 tr.市~ 44・45 27 

※w猟綿設の奥様の数値に r-Jがついているものは，残イH主を計測したものである。

第 9表板屋谷内B・C古墳群遺構一覧

請遺二f号韓。
処級(m)

地区 手五膏i 平曲il~ 出土』世物 l時間j 備考 I市凶荷'-I:J' 1玉県側版

長さ .~ i翠さ

814 SK1 土w 不戦形 0.19 0.08 0.20 縄文土~ 縄文? 倒木liiか 13 

CI SK2 土抗 |吋 1，40 1.16 0.80 EI<洲(招i鉢) 中l!t l.!ll葬施設と¥'f(複 18・19

SK3 -I::Y( 円 0.80 0.70 0.18 不明l 20 

SK4 -I::Y( 円 0.70 0.40 0.30 純i止;士官官 不明l 20 

C2 SK1 土坑 紛何 0.95 032 0.10 不'91 22 

SK2 よ坑 t指1】1 1.15 0.95 0.72 EI<洲 中1世 位!郷施設とm娘 23 

SK3 土-!Jt' >1'空軍形 2.50 1ω 0.20 >1"91 倒木Ii!または地i.'!によるj曲線Ii!か 22 

c4 SK3 土坑 |吋 0.40 0.40 0.18 >1"91 SDOJの底f白で検111 30 

C6 SK2 土抗 ~i1Jll 2.80 0.82 0.24 土Iij器 >1"91 34 

SK3 -I::-!Jt 物刊 1.70 0.82 0.10 不明 34 

C7 SK2 -I::-!Jt 紛糾 1.52 u泌 0.56 不明l 45 

SD3 i昨 1.20 0.20 不明 45 

SD4 i昨 1.04 0.26 耳、'PJ 45 

J~根 SD101 『昨 3.45 0.55 銅銭('fi水通貨) 近|壁 47 

SKJ02 土抗 総PJ 0.94 0.77 0.17 不明 47 

SKJ03 土坑 1'1 0.72 0.64 O.ω 不明 47 28 

SKI04 -~.Jj( 不型車形 0.80 0.65 0.2.3 不明 47 28 

※地l孟は各々i!i!質名またはJil般を示し，古墳に伴わないと与えられる泣榊の一覧である。
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観察表

第10表板屋谷内B・C古墳群土器一覧

婦問 遺物 写真
地灰 選制 IIH 地点 精鋭 日告械

世，iil(佃} 色湖
11抑制 側JE 分析

番号 骨号 図版 口径 .~~t:j Jn:f量 .泡号 色名

11 I J 31 BI3 2TlII 孤立!.:r~ 肉体 (7.1) 10.4 5B7/1 1別背灰色 TKぬ8-23 犯下付 r I J状の記号 ili光X線

2 BI3 XlOるY98表土 士郎総 守苦 (1.7) (6.0) 2.5Y7/2 灰黄色 占J)'t前......11'期 外lI'ti亦彩 5YR7/61霊色

21 10 29 CI SOI 上曲目;r~ i茸 19.6 (8.2) 2.5Y712 灰黄色 下ilJlliij- 外面が彩 7.5YR7/6ll!色

11 CI SOI 土面目総 :lI! (19.8) (3.1) lOYR7/4 にぷい賞』音色 古筑前~

12 CI SOI 士郎総 鉢 (4.7) (62) lOYR7/4 にぷい員総i!! i!i羽前~

lJ CI SO! よ曲目;r~ 鉢 (3.3) (5.8) lOYR6/4 にぷい貨4景色 i!iJ.t!liij-
(20.4) (5.2) 

/4 29 CI SOI 士側~告 掴~ lOYR6/4 にぷいTH霊i!! í!..~質的~ |司一個体か?
(22) 5.4 

15 32 CI SK2 IT 珠洲 棺i鉢 (27.2) (6.8) 2.5Y7/2 灰黄色 日JUJ 卸[16粂ー単位か

25 2() 31 C2 SOS 虹UJJr.;軒、 (2.2) (8.3) N7/! 灰白色 蛍)¥';X線

21 32 C2 SK2 珠洲 to!t鉢 (17.2) (46) 2.5Y6/1 vl灰色 DJ問?

22 C2 9T 珠洲 f前鉢 (3.4) 5Y7/2 灰肉色 日j制? 劃1119粂ー単純磁認iJHf

23 32 C2 SK2 珠洲 :lI! 2.5Y6/1 vl妖色

31 26 29 c4 SOI 士郎総 買宣 (33) 7.4 7.5YR6/6 おi!! 古JlIiiu-

46 318 31 C7 SO! X40Yω よ制;r~ 蛍 19.1 (29.1) 6.7 7.5YR7/4 にぷい緩色 下ï~質的~ ?'~前赤彩 IOYR5/8赤色

※破片カ宮小さく ~l ìMII不可能な場合. n;;.lの側を空白とした。

第11表板屋苔内s.c古墳群金属製品一覧

t申闘 造物 写:n
地区 泣tI'i JII土地点 4百l茸1 材質

法量(畑'g)
倫15' 分析

fi号 fi号 凶版 長 紙i J事 虫

11 14 38・45 BI3 XI05YIωIIc1 刀子 鉄 6.4 1.2 0.4 12.94 金属

5 42・45 BI3 XJ(応YIωI廊 4証状 鉄 3.3 1.5 0.3 5.24 

fi 31・43 BI3 XJ(路Y!(時 I廊 斧 鉄 10.7 也6 2.7 348.2.2 金“・年代

F 37・43 B13 IT西 7J 鉄 邑0 2.3 0.6 30.63 金属

8 37・43 B13 IIj -J.~土 JJ 鉄 11.8 2.6 0.7 77.13 金属

9 37・44 1'113 2T 刀 鉄 42.2 3.6 15 27884 線認調査・本貸付;('1 ~ji ・年代

21 17 38・44 C1 SK5 ヤリ 鉄 21.8 3.0 0.4 117.78 刈I1君事II，U搬1110 金縁

18 42 Cl E3 1廊 金具:tk 1~鎗 0.8 0.85 0.1 0.20 土岐洗ゆ 蛍)¥';X線

1.9 42嶋 C1 SOI 豊富 軍k 8.6 1.9 1.0 55ω 金属・年代

25 24 42・45 C2 X55Y20 環状 鉄 4.5 0.4 0.5 17お

お 42・48 C2 X38Y25 1 h'I ;lW~ 鉄 9.8 4.3 0.6 63.37 金属・年代

31 2宮 38・45 C4 E3 1 踊 方形板鍬・鋤先 鉄 5.3 11.3 0.3 106.17 木l'Hすまt 金腐・年代

36 (錘)1.0 OJj科・鉛J() 39・47 C6 J2T.2 珠文鋭 剣 1!9.3 
(身)0.3 108.31 飽越調査

31 40・47 C6 SK4 X46Y53 B3 内行花文鋭 銅 後6.9 (錘)0.6 18.67 飯事4・釘t
(身)0.2

.12 36・41・46 C6 SK4 X46Y53 B3 t(lJ 鉄 21.6 2.8 0.4 79.79 木f'Hサ~( '正liH泊 金属

:J:J 38・45 C6 501 X47Y48 1下府 JJ子 鉄 7.6 1.3 0.3 10.40 金属

u 38叶5 C6 SOI X47Y47 1下防 座金j毛状 鉄 4.7 2.5 2.7 22.12 

:J5 38・45 C6 501 2T ~t6H可 !l1 鉄 2.9 1.0 0.6 5.74 

:J6 C6 SOI 4府 ~ 銅 2.4 0.1 2.04 五(;~i通貨

46 .11.9 42・48 C7 X39Y64 日上倒 童E 鉄 6.5 1.9 0.6 3404 金属・年代

48 お国B 41・46 J五lI! X86Y40 1駒 舟J 鉄 20.2 3.2 0.5 106.28 水質HII 金属

.121 42・48 B14 XII4Y80 1 J.ij 鎌 鉄 10.7 2.4 0.6 57.23 金kIi・年代

3泣 l~lI! SOIOI xωY45 銭 I1 2.2 0.1 2.22 1t永通貨

主訟 足lI! Xl(泊Yω 銭 銅 2.0 0.1 1.97 成平Ji;貸

3控mの法抵はf手を長の仰に認しである。
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第田章板屋谷内B.C古墳群

第12表板屋谷内B・C古墳群玉類一覧(1 ) 

t市腿l濯物 可:~
地区 治榊 出土地点 般車l 材質

法lii(cm'g) 色調
備考・分析

番号 4書号 院l版 長 '自 JJi イL後 11( 記号 色名

11 3 35 813 北~<土 勾'f.' 土製 (235) (1.40) 0.70 2.07 科学分続

21 16 36 Cl SK5 CJI( 小ニ厄 ガラス 0.30 0.50 0.50 0.1810.10 0.10 585.5/8.5 ターコイズブルー 成分分析

31 27 35 c4 E2 1層 勾玉 水品 1.70 1.20 0.50 0.16 1.46 透明l

28 35 c4 D2 1鴎 r1玉 緑色凝灰岩 O.ω 0.20 乱.a 0.10 O.ω 5G5/1 制g.:色

37 37 33 C6 SK4 A3(12T) ~玉 iII石 0.70 0.50 0.50 0.18 0.25 5GY7/1 191オリーブ灰色

38 33 C6 SK4 A3(l2T) 司i玉 ìII~í (0.80) O.ω 0.55 0.18 0.21 5GY7/1 明オリーブ決色

39 33 C6 SK4 A4(12T) ~玉 滑石 (0.75) 0.45 0.45 0.18 0.23 5GY7/1 191オリーブ灰色

40 33 C6 SK4 A4 4-6k'l !u玉 mィI 0.65 0.50 0.55 0.16 0.18 10Y712 灰白色

41 33 C6 SK4 A4 4-611'1 ~玉 iII石 O.ω 0.45 0.50 0.16 0.33 7.5GY7/1 l列総灰色

42 33 C6 SK4 A4 4-6~ !u玉 ìII~í 0.80 。ω 。ω O.W 0.25 5GY7/1 明オリーブ決色

43 33 C6 SK4 A4 11M 到1玉 滑石 0.75 0.50 0.50 0.18 0.22 5GY7/1 191オリーブ灰色

44 33 C6 SK4 A4 1府 国2玉 ìII~í 0.70 0.50 0.50 0.18 0.21 5GY7/1 明オリーブ決色

45 33 C6 SK4 A4 1防 司~:巨 滑:fi O.ω 0.45 0.50 0.18 0.38 5GY7/1 191オリーブ灰色

46 33 C6 SK4 A4 4-6k'l 耳1玉 ìII~:; 0.80 。ω 。ω 0.20 O.W 5GY7/1 IVIオリーブ灰色

47 33 C6 SK4 A4 1府 引1玉 滑:fi 0.70 0.55 0.55 0.21 0.25 5GY7/1 191オリーブ灰色

48 33 C6 SK4 A4 1.¥'1 調1玉 治~'; 0.80 0.55 0.50 O.W 0.27 2.5GY7/1 l列オリーブ灰色

49 33 C6 SK4 A4 1防 ~玉 t骨:fi 0.80 O.ω 0.50 0.20 0.25 5GY7/1 191オリーブ灰色

.号。 3.1 C6 SK4 A4 1府 司H 滑石 0.70 。倒】 0.55 0.21 0.28 7ぽ;Y7/1 l列鰍灰色

51 33 C6 SK4 A4 1府 ~ニ厄 滑石 0.70 0.55 0.50 0.18 0.23 5GY6/1 オリーブJ火色

52 33 C6 SK4 A4 1府 ~玉 iII石 。ω 0.55 0.55 0.20 0.22 5GY7/1 191オリーブ灰色

53 33 C6 SK4 A4 1防 罰i玉 ìII~í 0.55 0.55 O.ω 0.22 0.19 5GY6/1 オリーブ反色

54 33 C6 SK4 A4 1府 ~玉 iII石 。ω 。ω O.ω 0.21 0.28 7.5GY6/1 総灰色

55 33 C6 SK4 A4 IA'I !U玉 iIIィl 0.75 0.55 0.50 0.18 0.27 5GY7/1 明オリーブ鼠色

56 33 C6 SK4 A4 lR可 ~玉 iII.ti 0.70 O.ω 0.65 0.22 0.31 5GY7/1 IYIオリーブ灰色

57 33 C6 SK4 A4 1防 !U玉 滑イ1 0.65 0.50 0.50 0.15 0.21 5GY7/1 明オリーブ鼠色

58 33 C6 SK4 A4 IR司 Z目玉 滑石 0.75 0.65 0.65 0.21 0.33 5GY7/1 l舟オリーブ以色

59 33 C6 SK4 A4 1賜 !U玉 ìII~í 0.75 0.55 。ω 0.21 0.32 7.5GY7/1 I列車並灰色

ω 33 C6 SK4 A4 4-6R司 司1玉 滑石 0.70 0.55 0.50 0.18 0.24 7.5GY7/1 t列車剥正色

61 33 C6 SK4 A4 4-6府 調4玉 滑~.; 0.75 0.50 0.50 0.15 0.26 5GY7/1 明オリーブ決色

62 33 C6 SK4 A4 4-611'l ~玉 滑石 0.65 0.55 0.55 0.20 0.31 5GY7/1 191オリーブ灰色

63 33 C6 SK4 A4 4-6k'l 自i玉 ìII~ï 0.65 。ω 0.55 O.W 0.25 5GY7/1 l列オリーブ灰色

64 33 C6 SK4 A4 4-6殿 ~玉 t骨:fi 0.75 O.ω 0.55 0.18 0.24 5GY7/1 l珂オリーブj灰色

65 33 C6 SK4 A4 1.¥'1 !U玉 ìII~ï 0.70 。ω 。ω 0.21 0.31 5GY7/1 l列オリーブ灰色

66 33 C6 SK4 A4 1府 ~玉 滑不I 。ω 0.55 0.50 0.21 0.19 5GY7/1 191オリーブ灰色

67 33 C6 SK4 A4 lA'I !UJi. m;f; 085 。ω 。ω 0.21 038 5GY7/1 l珂オリーブ灰色

68 33 C6 SK4 A4 IA'I 調13正 滑石 0.65 O.ω O.ω 0.20 0.27 7.5GY7/1 t列線灰色

69 33 C6 SK4 A4 21¥)! !Ul-' 滑;0 0.75 0.50 0.50 0.18 0.26 75GY7/1 I列緑1灰色

70 33 C6 SK4 A4 2府 !U玉 iIIィ1 0.65 0.65 O.ω 0.21 0.28 7.5Y712 !灰白色

7J 33 C6 SK4 A4 2A'I 員n 滑石 0.80 0.55 O.ω 0.18 0.24 5GY7/1 l列オリーブ灰色

72 33 C6 SK4 A4 3焔 !Ul-' 滑イI 0.80 0.55 0.55 0.18 0.27 2.5GY7/1 1珂オリーブ鼠色

73 33 C6 SK4 A4 3柑 員n 滑石 0.65 。ω O.ω 0.21 0.25 5GY7/1 ゆlオリーブ灰色

74 33 C6 SK4 A4 3熔 調H iIIィI 0.90 0.65 。ω 0.21 0.43 5GY7/1 明オリーブ鼠色

75 33 C6 SK4 A4 3府 員1玉 滑石 0.70 0.55 0.50 0.18 0.21 7.5GY7/1 l列総灰色

76 33 C6 SK~ A4 3賂 調4玉 滑石 0.75 0.50 0.50 0.18 0.21 5GY7/1 明オリーブ鼠色

77 33 C6 SK4 A4 3府 ~玉 滑石 0.70 O.ω 0.55 0.21 0.35 5GY7/1 191オリーブ灰色

78 33 C6 SK4 A4 3熔 lUJi. f骨イi 0.70 0.55 0.50 0.18 0.23 5GY7/1 明オリーブ')f.色

79 33 C6 SK4 A4 3賂 副i玉 治不I 0.55 0.55 O.ω 0.21 0.18 5GY7/1 l珂オリーブj灰色

80 33 C6 SK4 A4 3̂'1 調1玉 ìII~ï 0.80 0.50 0.50 0.18 0勾 7.5GY6/1 総灰色

81 33 C6 SK4 A4 3府 E旺玉 t骨石 O.ω 0.55 0.55 0.20 O.W 5GY7/1 191オリーブ灰色

82 33 C6 SK4 A4 311'1 !u玉 滑~'; 0.70 0.50 0.50 O.W 0.21 5GY7/1 l列オリーブ灰色

83 33 C6 SK4 A4 3府 ~玉 滑~.; 0.80 0.55 0.45 0.16 0.21 7.5GY7/1 1列線灰色

84 33 C6 SK4 A4 3̂'1 国n m;o 0.75 0.50 0.50 0.18 0.24 75GY7/1 I列車誌灰色

85 33 C6 SK4 A4 3A'I 国i玉 iII石 。ω O.ω O.ω 0.20 0.25 5GY7/1 明オリーブ灰色

86 33 C6 SK4 A4 3~唱 !Ul-' iII石 055 0.55 0.55 0.21 0.19 75GY7/1 明緑灰色

87 33 C6 SK4 A4 3府 !u玉 iIIィ1 O.ω 。ω O.ω 0.21 0.35 5GY7/1 明オリーブ決色

88 33 C6 SK4 A4 3桝 !Ul-' 滑;0 。似} 0.50 0.45 0.18 0.18 75GY6/1 総灰色

89 33 C6 SK4 A4 3賂 !u玉 mィI 0.75 0.55 0.55 0.18 0.23 5GY6/1 オリーブ灰色

9() 33 C6 SK4 A4 3附 員n 滑石 0.75 。ω 0.50 0.18 026 5GY7/1 IYIオリーブ灰色

91 33 C6 SK4 A4 3婦 !u玉 iIIィ1 0.85 。ω 。ω 0.22 0.33 5GY7/1 明オリーブ鼠色

92 33 CG SK4 A4 3府 郷軍 滑石 0.80 。ω 0.70 0.22 0.44 75GY7/1 191鰍灰色

車3 33 C6 SK4 A3 J府 !u玉 ìII~í 0.70 。ω 。ω O.W 0.33 5GY7/1 明オリーブ決色

94 33 C6 SK4 A4 3府 ~'f.' 滑石 0.75 0.55 0.50 0.16 0.28 7.5GY7/1 191鰍灰色

品5 33 C6 SK4 A4 311'1 員1玉 ìII~ï 0.70 0.55 0.50 0.16 0.21 7.5GY7/1 I列車占灰色

96 33 C6 SK4 A2 3.府 耳i玉 滑石 0.75 。ω O.ω 0.18 0.36 IOY7/2 灰白色
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観察表

第12表板屋谷内B・C古墳群玉類一覧(2 ) 

t事凶
遺番物号 写n地Il( 波情 削土地点 厳軍i 材質

法i注{佃.g) 色調
備考・分折

番号 t実11披 l正 tM 原 孔後 jf( 記号 色名

38 97 33 C6 SK4 A4 3精 E臨'" t骨石 0.70 0.6白 050 0.21 0.25 75CY6/1 総灰色

98 33 C6 SK4 A4 311'! 袋二k 持t~'i 0.70 0.55 。ω 0.16 0.25 以;Y7/1 191オリーブ')1(色

虫9 33 C6 SK4 A2 3府 ヨ1玉 m石 0.75 0.55 0.55 0.16 0.26 5GY6I1 オリーブ灰色

J()() 33 C6 SK4 A2 3絡 IIUi 持t.fi 0.65 0.50 O.ω 0.18 0.19 5GY7/1 IVIオリーブ灰色

/0/ 33 C6 SK4 A4 4府 ヨ1玉 時t石 0.50 aω 0.50 0.16 0.22 7.5GY6/1 総灰色

1自Z 33 C6 SK4 A4 411'! ~玉 持t.fi 0.70 O.ω O.ω 0.21 0.28 5GY7/1 191オリーブ決色

1盟主 33 C6 SK4 A4 41il ヨ1玉 時t石 0.70 0.55 0.50 0.18 0.23 5GY7/1 191オリーブ灰色

/04 33 C6 SK4 A4 4府 灘五 持tイ1 0.90 。ω 。ω 0.18 0.38 7.5CY7/1 明緑灰色

/(芯 33 C6 SK4 A4 4桝 員i玉 持t石 0.70 。ω O.ω 0.21 0.30 5GY6I1 オリーブ灰色

/1J6 33 C6 SK4 A4 41(1 灘五 持tイ1 0.80 。ω 0.65 0.21 0.33 5GY7/1 191オリーブ欣色

盟7 33 C6 SK4 A4 41il 調i玉 持t石 O.ω 。ω O.ω 0.21 0.27 7.5GY7/1 l則総灰色

/08 33 C6 SK4 A4 4府 調H mィI 0.80 0.50 0.45 0.18 0.24 7.5Y712 灰ド1色

/(瀞 33 C6 SK4 A4 4約 lIl'K t骨石 0.75 0.50 0.55 0.16 0.26 5GY7/1 191オリーブ灰色

JJO 33 C6 SK4 A4 4M 書i玉 治;(i 。ω 0.55 0.55 0.21 0.23 7.5CY7/1 明総灰色

/JJ 33 C6 SK4 A4 411'! 書i玉 滑石 0.70 0.55 0.55 0.18 0.23 5GY7/1 191オリーブ灰色

JJ2 33 C6 SK4 A4 4九世 書i玉 m;(i 0.75 0.55 0.55 0.18 0.23 7.5CY7/1 I則緑灰色

JJ3 33 C6 SK4 A4 4府 磁玉 治不I 0.70 0.55 0.50 0.16 0.23 7.5GY7/1 1別総灰色

1/4 3.3 C6 SK4 A4 41il ヨH t骨石 0.50 0.55 。ω 0.20 0.18 5GY7/1 叩lオリーブ灰色

JJ5 33 C6 SK4 A4 411'! E民生 者t石 0.75 0.50 O.ω 0.21 0.25 5GY7/1 191オリーブ)1(色

JJ6 33 C6 SK4 A4 4府 書1玉 持t石 0.80 。ω 。ω 0.18 0.31 7.5GY7/1 明l総灰色

JJ7 33 C6 SK4 A4 411'! ~玉 持t.fi 0.80 O.ω 。ω 0.21 0.35 IOY7/2 灰白色

JJ8 33 C6 SK4 B2 3~可 Z目玉 時t石 0.75 。ω 0.65 0.18 0.36 7.5GY6/1 総灰色

JJ9 33 C6 SK4 A4 41il ~=正 持t平{ 0.70 0.50 0.55 0.18 0.22 5GY7/1 191オリーブ恥色

/20 33 C6 SK4 A4 41il 第五 持t.ti 0.55 0.50 0.50 0.16 0.16 7.5GY7/1 191総灰色

/2/ 33 C6 SK4 A4 4~守 ~玉 m石 0.80 0.55 。ω 0.21 0.33 5GY7/1 IYIオリーブ政色

/22 33 C6 SK4 A4 41il 調iミE 話t石 0.70 0.50 0.45 0.18 0.21 7.5GY7/1 明総灰色

/23 33 C6 SK4 A4 41(1 ~玉 首t.fi 0.70 0.55 0.50 0.18 0.22 10Y7/2 灰ド10.

/24 33 C6 SK4 A4 41il 司i玉 持t石 0.70 0.55 O.ω 0.20 0.31 10Y7/2 灰白色

/25 33 C6 SK4 A4 41(1 調i玉 t骨イi 0.70 0.50 0.50 0.16 0.21 5GY7/1 191オリーブ灰色

/26 33 C6 SK4 A4 411'! E匝玉 滑石 0.70 0.55 0.55 0.21 0.23 10Y7/2 !灰白色

/27 33 C6 SK4 A4 4M 置i玉 m;(i 0.80 0.55 0.50 0.18 0.26 7.5CY7/1 明緑灰色

/28 33 C6 SK4 A4 411'! 請i玉 治不; 0.80 O.ω 0.65 0.21 0.41 5GY7/1 IVIオリーブ灰色

1怨 33 C6 SK4 A4 4~世 調i玉 m;(i 0.70 0.55 0.55 0.18 0.22 5GY7/1 IVIオリーブ灰色

JJ() 33 C6 SK4 A4 4府 1Il玉 者t:fi 0.75 0.55 O.ω 0.18 0.24 7筑;Y7/1 明緑灰色

131 33 C6 SK4 A4 4~'!I 高lJミ 相l;fi 0.75 0.50 050 0.16 0.21 5GY7/1 IVIオリーブ灰色

J32 33 C6 SK4 A4 4~'!I ~玉 首t石 0.80 O.ω 0.55 0.21 0.28 IOY7/2 灰白色

/32 33 C6 SK4 A3 4~'!I 縦士E m石 (0.70) (0ω) (0ω} 0.18 0.27 10Y712 灰白色 112 

J34 33 C6 SK4 A4 4~'! E駐玉 首tイ1 (0.80) 0.55 0.50 0.18 0.25 7.5CY7/1 明緑灰色

/，怒 33 C6 SK4 A4 4~'oj 1Il .. m石 0.70 。ω 050 0.18 0.19 5GY7/1 IYIオリーブ灰色

/31品 33 C6 SK4 A4 4~守 ~1， 持t.fi 0.70 0.55 0.50 0.18 0.24 7.5CY7/1 明緑灰色

/37 34 C6 SK4 A4 411"l 書H 滑石 0.65 0.55 。ω 0.18 0.24 75CY6/1 総灰色

/38 34 C6 SK4 A4 41(1 灘五 持tイI 0.70 0.50 0.50 0.16 0.22 7.5CY7/1 明緑灰色

/39 34 C6 SK4 A4 41il 調i玉 持t石 0.80 0.45 0.50 0.18 0.23 5GY8Il 灰白色

/4() 34 C6 SK~ A4 ~防 調i玉 mイ1 。ω OA5 0.50 0.16 0.17 7.5CY7/1 明緑灰色

141 34 C6 SK4 B2 4N司 司i玉 持t石 0.70 O.ω O.ω 0.18 0.31 7.5GY6/1 線灰色

/42 34 C6 SK4 A4 下府 llLk 持Ui 0.65 0.50 0.55 0.16 0.20 5GY7/1 191オリーブ伏色

/43 34 C6 SK4 A4 下層 葺i玉 t骨:fj 0.65 0.55 O.ω 0.20 0.26 7.5GY6/1 級以色

1剖 34 C6 SK4 A3 下佐i 員i玉 持ni 0.70 0.50 0.50 0.20 0.22 7.5CY6/1 総灰色

/45 34 C6 SK4 A3 下府 1Il玉 滑石 0.70 O.ω 0.65 0.20 0.29 7氏;Y7/1 l則緑灰色

/46 34 C6 SK4 A3 下伊i 調i玉 m;fi 0.70 0.55 。ω 021 0.27 75CY5/1 総灰色

147 34 C6 SK4 A4 韓首湖 1Il玉 持l~'i 0.85 0.55 O.ω 0.18 0.27 10Y7/2 灰白色

I必 34 C6 SK4 A4 1M 調lJi. 時t石 050 0.50 050 0.21 0.15 75CY5/1 総灰色

149 34 C6 SK4 A4 1~'oj !IE正 者t石 0.70 0.50 O.ω 0.20 0.22 5GY7/1 明オリーブ灰色

/5自 34 C6 SK4 A4 U'!I 策.. m石 。ω 0.55 050 0.16 0.18 75CY7/1 明総灰色

/5/ 34 C6 SK4 A4 111'! ~玉 持tイ1 0.80 0.55 0.55 0.18 0.26 7.5CY6/1 総E瓦色

152 34 C6 SK4 北g 調H m石 。ω 。日}。以} 0.18 0.18 75CY7/1 明緑灰色

/53 34 C6 SK4 A4 <，プトレ 灘五 持t.fi 0.75 0.50 0.50 0.18 0.20 5GY7/1 IVIオリーブ反色

/54 34 C6 SK4 A4 サプトレ 淡.. m石 0.65 0.50 050 0.16 0.20 5GY7/1 IYIオリーブ灰色

/55 34 C6 SK4 A4 311'1 調i玉 持tイ1 0.80 0.50 0.55 0.16 0.22 5GY7/1 191オリーブ決色

/56 34 C6 SK4 A4 3層 1Il .. t骨石 0.80 0.50 。ω 0.18 0.25 10Y7/2 灰白色

39 /57 34 C6 SK4 調i玉 m.fi 0.70 。ω 。ω 0.18 0.32 5GY7/1 191オリーブ決色

15畠 34 C6 SK4 B2 書H t骨石 0.70 。ω 。ω 0.20 0.27 7以;Y6/1 総灰色

/59 34 C6 SK4 B2 書i玉 滑;(i 0.78 。ω 。ω 0.18 0.28 10Y7/2 灰ド10.

/60 34 C6 SK4 B2 ヨ1玉 m石 0.70 。ω 。ω 0.16 0.30 7.5GY6/1 総灰色
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第四章板屋谷内B.C古墳群

第12表板屋谷内B.C古墳群玉類一覧(3 ) 

f申腿l
需遺物号 写l* 地炉〈 造機 出土地点 磁軍I 材質

法li¥(cm'g) 色調
備 考・分析

番号 院l版 iミ '自 JJ;! イLff m 記号 色~，

39 161 34 C6 SK4 B2 司H' 滑石 0.80 0.65 O.ω 0.13 0.44 5GY7/1 I~ Jオリーブ灰色

162 34 C6 SK4 81 1府 Itiニk 治寸i 0.80 0.55 0.55 0.16 0.34 10Y7/2 l7i白色

163 34 C6 SK4 A4 Iti玉 t.'t石 0.70 0.50 0.50 0.13 0.22 7.5GY7/l l列鰍灰色

164 34 C6 SK4 姉形』ヒ サプトレ lU玉 m石 0.75 0.50 0.50 0.13 0.22 5GY7/1 明オリーブ灰色

11苗 34 C6 SK4 剣形~t サプトレ Iti玉 滑石 0.50 0.50 0.50 0.21 0.15 10Y7/2 灰白色

1t裕 34 C6 X46Y53 12T lUJ: m~í 0.90 O.ω O.ω 0.21 0.44 5GY7/1 明オリーブ鼠色

167 34 C6 X46Y53 12T Iti玉 滑石 0.70 O.ω O.ω 0.20 0.27 7.5GY6/1 総灰色

168 34 C6 X46Y53 12T lU玉 mィI 。ω (0.50) (0.30) (0.20) 0.03 7.5GY7/1 I列紋灰色 112 

11静 34 C6 lti区 Iti玉 滑石 0.55 O.ω O.ω 0.21 0.24 5GY7/1 191オリーブ灰色

170 34 C6 繭北トレンチffi3府 lU玉 滑~í 0.75 0.55 0.55 0.13 0.26 7.5GY6Il 緑灰色

171 34 C6 SK4 A4 4~可 調1玉 滑石 0.65 0.50 0.50 0.13 0.20 7.5GY6/1 線以色

172 34 C6 SK4 A4 4府 国2玉 m~í 0.55 0.55 0.55 0.21 0.19 5GY7/1 明オリーブ決色

173 34 C6 SK4 A4 4府 Iti'巨 滑:fi (0.ω} 0.50 0.50 0.20 0.17 5GY7/1 191オリーブ灰色 112 

174 34 C6 SK4 A4 4M 耳1玉 m~'j 。ω 0.50 0.50 0.16 0.17 7.5GY6I1 総灰色

175 34 C6 SK4 A4 サプトレ 引1玉 滑:fi 0.70 0.45 0.50 0.13 0.20 7.5GY6Il 緑h'i.色

176 34 C6 SK4 A4 サプトレ lU玉 治~ï 0.70 0.50 0.55 0.20 。幻 7.5GY7/1 I列線灰色

177 31 C6 SK4 A4 サプトレ Iti玉 治不I O.ω O.ω O.ω 0.13 0.23 7.5GY6/1 車通Jポ色

17:車 34 C6 SK4 A4 サプトレ 司H' 滑石 。ω 。日】 。蕊} 0.21 0.19 7.5GY6I1 総灰色

17宮 34 C6 SK4 A4 サプトレ Itiニ厄 滑石 0.75 O.ぬ 0.50 0.16 0.23 7.5GY6/1 総l7i色

180 34 C6 SK4 A4 サブトレ 員1玉 m石 。ω 0.50 0.50 0.13 0.19 7.5GY7/1 IJJ鰍灰色

181 34 C6 SK4 A4 サプトレ !U:E m~í 0.80 O.ω 0.50 0.13 0.24 5GY7/1 1珂オリーブ決色

1鐙 34 C6 12T ザプトレ Iti玉 m石 0.70 0.50 0.50 0.18 0.20 7.5GY6I1 総灰色

163 34 C6 SK4 鍬形~t サプトレ !U玉 mィI 0.70 (0.55) (0.30) (0.20) 0.18 5GY7/1 明オリーブ灰色 1/2 

184 34 C6 SK4 剃形』ヒ サプトレ Iti玉 滑.ti 0.65 0.50 0.50 0.16 0.18 5GY7/1 19Jオリーブ灰色

11巧 34 C6 SK4 lf4形北 サプトレ !U玉 滑イI 。ω 0.55 。ω 0.13 0.22 7.5GY7/1 I列車並灰色

186 34 C6 SK4 l!i~~t サプトレ E目玉 滑石 0.75 0.55 0.55 0.13 0.31 7.5GY7/1 l列線天色

187 34 C6 SK4 鍋形北 サプトレ !UJi m~í 0.75 0.55 0.55 0.18 0.24 5GY7/1 明オリーブ鼠色

188 34 C6 SK4 53 3府 司1玉 滑石 0.45 0.65 0.65 0.16 0.24 7.5GY6/1 録}五色

18f) 34 C6 繭区 調4玉 滑イi 0.80 0.65 0.65 0.20 0.39 5GY7/1 明オリーブ決色

1[X) 34 C6 }制l亙 Iti玉 滑石 0.75 0.55 O.ω 0.21 0.30 5GY7/1 191オリーブ灰色

191 34 C6 SK4 A4 3̂'1 縦玉 m~ï 。ω 。ω 0.55 0.21 。勾 5GY7/1 l列オリーブ灰色

192 34 C6 SK4 A3 4府 Iti玉 消:fi (0.40) (0.50) (0.40) (0.21) 0.06 5GY7/1 191オリーブ灰色 1/4 

193 34 C6 X45Y53 111'1 !U玉 m~ï 0.70 。ω 。ω 0.20 0.30 7.5GY7/1 t列車説灰色

194 34 C6 ぽT岨41!施設付近 m玉 滑:fi 0.70 0.50 0.50 0.13 0.22 7.5GY6/1 制Jポ色

1宮5 34 C6 ロT賄事官締iltf.tili!U:ri. 治;fj 。ω 0.45 0.45 0.16 0.15 5GY7/1 明オリーブ灰色

196 34 C6 12T 罫i玉 滑石 0.70 O.ω O.ω 0.18 0.29 5GY7/1 叩lオリーブ灰色

197 34 C6 12T !U'f 滑;0 0.70 0.50 0.50 0.16 0.21 75GY7/1 I列総1灰色

198 34 C6 12T 書i玉 mィ1 0.70 0.50 0.50 0.16 0.21 7.5GY7/1 t列車量灰色

1911 34 C6 12T 員H 滑石 0.75 0.55 0.50 0.16 0.25 75GY7/1 明総灰色

置沿 34 C6 12T !U'f m~í 0.80 0.50 0.50 0.13 0.23 5GY7/1 明オリーブ}決色

2りl 34 C6 12T 員H 滑石 (0.70) <0.50) (0.25) (020) 003 5GY7/1 ゆlオリーブ灰色 112 

202 34 C6 中央断面車区 2M !U玉 m~í 0.50 0.65 。ω 0.15 0.29 7.5GY6/1 総灰色

203 34 C6 lti区 員1玉 滑石 0.65 0.50 0.50 0.16 0.19 5GY7/1 191オリーブ灰色

2Q1 31 C6 12T 国4玉 首ni 0.70 0.55 。ω 0.20 0.30 7.5GY7/1 I列車並灰色

205 34 C6 12T m玉 滑石 0.70 0.55 O.ω 0.18 0.23 10Y712 灰白色

206 34 C6 X47Y52 12河、 ~J正 f骨イi (0.80) 0.55 0.50 0.16 0.23 10Y7/2 l7i白色

2()7 34 C6 X47Y52 12T 封i玉 治不I 0.90 0.55 0.55 0.16 0.30 IOY71Z 1灰白色

型溶 34 C6 ロT埋葬施ilt付近 員1玉 滋~ï 0.65 0.55 0.55 0.13 0.24 7.5GY7/1 I到緑灰色

2()9 34 C6 ぱT埋葬施設付近 E旺玉 t骨石 0.75 0.50 0.50 0.16 0.25 7.5GY7/1 l刻緑灰色

210 34 C6 ロT 理~施設付近 lU玉 滑~'j 0.70 。ω 0.55 0.13 0.29 7.5GY7/1 I列車語灰色

211 34 C6 121'岨4l!施設付近 Iti玉 滑~.j 0.75 0.55 0.55 0.16 0.26 7.5GY7/1 1列緑灰色

212 34 C6 SK4 A4 4k!! 国i主 t.'t;o (0ω} (0.45) (0.20) (0.16) 0.13 5GY8I1 E正肉色 破片

213 34 C6 SK4 A4 4M lU玉 m石 0.75 0.55 0.55 0.13 0.26 10Y7/2 1灰白色

214 34 C6 SK4 A4 4~時 lU'f 滑石 0.70 。ω 。ω 0.20 023 5GY7/1 l列オリーブ灰色

215 34 C6 SK4 A4 4~可 lU玉 mィ1 0.80 0.55 O.ω 0.21 0.31 5GY7/1 明オリーブ決色

216 34 C6 SK4 A4 4A>! lU'f 滑;0 0.70 0.50 。筑} 0.16 0.18 75GY7/1 明総灰色

40 217 34 C6 SK4 A4 4~百 lU玉 れすイI 0.65 0.55 0.50 0.13 0.19 5GY7/1 明オリーブ灰色

218 34 C6 SK4 A4 4~可 員H 滑石 0.75 。ω 0.50 0.16 0.19 5GY8I1 灰I'，i!l

219 34 C6 X46Y53 12T lU玉 mィI 0.75 0.50 0.50 0.13 0.24 7.5GY6I1 総J.*色

2紛 34 C6 X46Y53 12T 郷軍 滑石 (0.50) (0.50) (0.30) (020) 003 75GY7/1 1'1鰍灰色 112 

221 34 C6 SK4 A4 I府 lU玉 滑石 0.60 0.55 0.55 0.13 0.17 10Y7/2 灰白色 112 

222 34 C6 12T・2付近 lU'f.' 滑石 。ω 0.55 0.55 0.20 0.24 7.5GY6/1 総灰色

223 34 C6 12T.2付近 耳1玉 m~ï 0.80 0.65 。ω 0.20 0.35 7.5GY7/1 I列車占灰色

224 34 C6 12T.2? 封1玉 滑石 0.50 。ω O.ω 0.18 0.22 7.5GY6I1 総灰色
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観察表

第12表板屋谷内B・C古墳群玉類一覧(4 ) 

t事凶
遺番物号

を手:n
地Il( 泊E術 削土地点 組置i 材質

法i注{佃.g) 色調
備 考・分 析

番号 t実11披 lミ tM 原 孔後 if( 記号 色名

40 2お 34 C6 SK4 E駐'" t骨石 080 0.55 055 018 0.29 7'JGY7/1 ゆl総灰色

笥あ 34 C6 X46Y53 はT 占盟主 持t~'i 0.70 0.50 O.ω 0.15 0.22 7.5GY6/1 総:1*色

227 34 C6 X46Y53 ロT ヨ1玉 m石 0.80 0.55 0.50 018 0.27 5GY7/1 191オリーブ灰色

228 34 C6 X46Y53 12T lIi玉 者t.fi 0.50 0.55 0.55 0.20 0.20 7.'JGY6/1 緑灰色

2"29 34 C6 X46Y53 ロT 調1玉 時t石 0.85 且55 0.50 0.18 0.24 5GY7/1 191オリーブ灰色

Z30 34 C6 X46Y53 12T lIi玉 持tイ1 0.80 O.ω O.ω 0.20 0.32 5GY7/1 IVIオリーブ決色

231 34 C6 X47Y52 12T 書1玉 時t石 0.70 。ω 。ω 0.20 0.:必 7.'JGY7/1 叩l総灰色

232 34 C6 X47Y52 12T 型1=正 持t.fi 0.65 0.55 0.55 0.18 0.25 7.'JGY7/1 明緑灰色

233 34 C6 X46Y52 12T 出匝玉 持t石 0.75 0.45 (0.30) (0.20) 014 5GY7/1 191オリーブ灰色 112 

234 34 C6 X46Y52 12T 灘五 持tイl (0マ65) 0.50 0.50 018 0.13 5GY7/1 IVIオリーブ政色 1/2 

235 34 C6 X46Y52 12T 員1玉 持t石 (0.80) (0.50) (0.30) (0.20) 0.13 IOY7/2 灰白色 1/2 

236 34 C6 X46Y52 12T 灘五 m~1 0.70 0.50 0.50 0.16 0.21 7.'JGY7/l 明緑灰色

237 34 C6 X46Y52 12T 調I'K 滑:fi 0.70 0.50 0.50 0.18 0.23 7.5GY6/1 総担t色

238 34 C6 X46Y52 12T 書i玉 滑;fi 0.70 。ω 0.55 0.21 0.27 7.'JGY6/1 総灰色

239 34 C6 X46Y52 12T 書i玉 t骨石 。ω 0.50 0.50 0.18 0.17 7氏;Y6/1 線以色泊。 34 C6 X46Y52 12T 高i玉 治;fi 0.70 0.50 0.50 0.18 0.23 7.'JGY6/1 総灰色

241 34 C6 X46Y52 12T 磁玉 持t:fi 0.80 0.50 0.50 0.18 0.21 7民;Y7/1 1別総灰色

242 34 C6 X46Y52 12T ヨH iIt石 0.80 。“}。ω 0.20 0.35 5GY7/1 叩lオリーブ灰色

243 34 C6 X46Y52 12T E民主 者t石 0.80 O.ω 0.55 0.20 0.29 5GY7/1 191オリーブ')1(色

244 34 C6 X46Y52 12T 書1玉 持t石 0.75 0.55 0.55 0.16 0.24 7.'JGY7/1 明l総灰色

245 34 C6 X46Y52 12T E匝玉 治手l 0.80 O.ω O.ω 0.21 0.38 7.'JGY7/1 明緑灰色

246 34 C6 X46Y52 12T E臨玉 m石 0.95 且65 。ω 0.21 0.48 5GY7/1 191オリーブ灰色

247 C6 X46Y53 12T 書lJ正 持tイI 0.75 050 0.50 0.18 0.23 5GY7/1 191オリーブ恥色

248 C6 X46Y53 12T Z担玉 持t.ti 0.65 。ω 0.55 0.20 0.26 7.'JGY7/1 191緑灰色

2岬 C6 X47Y52 12T 書i玉 持tイI 0.70 0.55 0.55 0.21 0.27 7.'JGY6/1 総灰色

25() C6 X47Y52 12T 員iミE 持t石 0.75 0.50 0.55 0.18 0.23 7.'JGY7/1 l則総灰色

251 C6 X47Y52 12T m玉 治.fi 0.65 0.65 0.65 0.20 0.33 7.'JGY7/1 明総灰色

2古2 C6 X47Y52 12T 司i玉 持t石 0.80 0.55 0.50 0.18 0.27 7.'JGY6/1 緑!五色

ま五1 C6 X47Y52 12T 調4玉 持t~'i 0.70 0.50 0.50 0.18 0.23 7.'JGY7/l 明緑灰色

お4 C6 X47Y52 12T 調i玉 治不I O.ω O.ω O.ω 0.20 0.29 7.5GY6/1 総灰色

255 C6 X47Y52 12T 置i玉 m;(i 0.75 0.55 0.55 0.18 0.26 7.'JGY7/1 明総灰色

256 C6 X47Y52 12T 事匝玉 m:fi 0.75 0.50 0.50 0.16 0.23 7氏;Y7/1 l別総灰色

お7 C6 X46Y52 12T 高i玉 m;(i 0.75 0.55 0.50 0.16 0.26 7.'JGY7/1 I問緑灰色

古賀B C6 X46Y52 12T E匝玉 持t:fi 0.90 0.65 0.70 0.18 0.40 5GY7/1 IVIオリーブ灰色

r.>9 C6 X46Y52 12T 高lJi. 持t;fi 0.65 0.55 055 0.21 025 7'JGY7I1 明緑灰色

26() C6 X46Y52 12T m玉 持t石 0.75 0.65 O.ω 0.20 0.34 5GY7/1 IVIオリーブ灰色

261 C6 X46Y52 12T 調IIミ m石 。ω 0.55 0.55 0.21 0.22 7'JGY7/1 明総灰色

262 C6 X46Y52 12T m=正 持tイ1 0.70 O.ω 。ω 0.20 0.29 10Y7/2 灰白色

26J C6 X46Y52 12T 1Il .. m石 。ω 0.55 0.55 0.21 0.23 7'JGY7/1 明緑灰色

264 C6 X46Y52 12T Jll"" 持t.fi 。ω 0.55 0.55 0.20 0.22 7.'JGY6/1 線灰色

265 C6 X46Y52 12T 書H m石 。ω 0.50 0.50 016 0.19 5GY7/1 191オリーブ灰色

266 C6 X46Y52 12T 灘五 首tイI 0.80 0.55 0.55 0.16 0.28 7.'JGY6/1 総灰色

お7 C6 X46Y52 12T 調i玉 持t石 0.75 。ω O.ω 0.21 0.33 7.'JGY6/1 絵h正色

268 C6 'ttffiS区 IR可 調i玉 mイ1 0.70 0.50 0.50 018 0.22 7.'JGY7/1 明緑灰色

269 C6 12'1' 司i玉 持t石 0.85 0.50 0.55 016 0.25 5GY7/1 191オリーブ灰色

27() C6 12T 1Il..k 持tィi 0.75 。ω 0.50 0.20 0.33 5GY7/1 191オリーブ."，色

41 2η 35 C6 SK4 A3 4-6局 特玉 緑色凝y<お 3.20 0.55 0.55 0.18 1.75 7.5GY6/1 総灰色

272 35 C6 SK4 A2 U1 fi玉 緑色凝灰お 2.10 0.55 0.50 0.15 1.02 7.'JGY6/1 総灰色

2刀 35 C6 SK4 A4 1廊 4守玉 緑色凝J天省 2.∞ 0.50 0.50 018 0.93 5GY6I1 オリーブ以色

274 35 C6 SK4 A4 1 ~時 1"'1玉 緑色凝灰岩 2.45 0.50 0.45 0.18 1.09 7'JGY6/1 総灰色

275 35 C6 SK4 A4 1府 1"'1玉 緑色凝灰お 2.15 0.50 O.ω 0.18 1.08 7.5GY6/1 総灰色

276 35 C6 SK4 A4 1 ~'l 'r'i .. 緑色凝灰料 1.65 0.50 0.45 018 076 7'JGY6/1 総灰色

277 35 C6 SK4 A4 1~'i 符i正 緑色凝灰む 2.35 0.50 0.50 0.15 1.28 7.'JGY6/1 総E瓦色

278 35 C6 SK4 A4 4-6~ 管.. 緑色凝灰治 2.25 。ω 0.50 0.21 1.17 7'JGY3/1 11[(総灰色

勿事 35 C6 SK4 B2 3照 干守玉 緑色凝Jikお (1.05) (0.55) (0.50) 018 0.20 5GY7/1 191オリーブ決色 1/2 

毎週日 35 C6 SK4 A4 4~ 1ま.. 緑色凝灰!t'l 1.90 0.55 0.55 0.16 0.91 7'JGY6/1 総灰色

281 35 C6 SK4 A4 4倍 管玉 緑色凝灰治 2.80 0.50 0.50 0.15 1.49 7.'JGY6/1 総灰色

282 35 C6 SK4 A4 4JO 管.. u色凝灰料 2.90 0.50 050 0.20 1.33 5GY6I1 オリーブ灰色

283 35 C6 SK4 A4 4JO 管五 緑色凝反省 2.70 0.45 0.50 0.21 1.19 7.'JGY6/1 総灰色

銘4 35 C6 SK4 A4 4層 管.. 緑色凝灰特 (1.05) 0.55 0.55 0.21 0.53 7'JGY6/1 鰍灰色 2'liと何一割体

285 35 C6 12T.2? 管玉 緑色凝灰岩 2.20 0.50 0.50 014 1.12 7.'JGY6/1 総灰色

2自5 35 C6 SK4 A4 北サプトレ 'i'H 総色凝灰料 uぬ 0.50 0.45 0.15 0.78 7以:;Y6/1 総灰色

怨7 35 C6 中央晴蘭 JI(~ 2~~ 行玉 車止色凝灰お 2.20 0.45 0.45 0.20 0.92 5GY6Il オリーブ灰色

288 35 C6 中央断嗣 東区 2府 fi玉 総色凝灰岩 (1.10) 0.40 0.45 015 0.19 5GY7/1 IYIオリーブ灰色 破片

卯



第12表 板屋谷内B・C古墳群

f市腿l
需遺物号 写l* 地炉〈 .ii'l情 出土地点

番号 院|版

41 289 35 C6 南区

書調。 35 C6 南区

291 35 C6 SK4 A2 サブトレ

思92 35 C6 SK4 Bl 1府

忠治 35 C6 12T 

怨4 35 C6 X46Y53 12T 

295 35 C6 X47Y52 12T 

車硲 35 C6 X47Y52 12T 

297 C6 X47Y52 12T 

42 冨抱 35 C6 X47Y52 12T 

299 35 C6 X46Y53 12T 

且刻。 35 C6 X47Y52 121' 

30/ 35 C6 SK4 A3 3府

C6 SK4 A3 4M 

30Z 35 C6 SK4 A2 3府

303 36 C6 SK4 A2 3M 

304 36 C6 SK4 A3 4陪

.~5 36 C6 SK4 A3 

1路 36 C6 12T-2 

307 36 C6 12T 

308 36 C6 12T 

主泡 36 C6 12T 

310 36 C6 12T 

311 36 C6 X46Y53 12T 

3/2 36 C6 SK4 A2 1k甘

3/3 36 C6 SK4 A2 3府

3/4 36 C6 X46Y52 12T 

3/5 36 C6 X46Y52 12T 

3/6 C6 X46Y53 121・

3/7 C6 12T 

事玉 丸玉

E諮問

小玉

E喜/孔世

a量

幅

国
玉類の名称及び計測の位置

第四章 板屋谷内B.C古墳群

玉類一覧(5 ) 

磁軍l 材質
法li¥(cm'g) 色調

備考・分折
長 Itljj l早 イL後 11( 記号 色包

t~=f t骨石系 1.10 0.80 0.50 0.13 0.23 5GY7/1 I~Iオリーブ灰色

ft:ニk 緑色凝以む (0.35) (0.35) (0.25) (0.20) 0.10 5GY7/1 IVJオリーブ'11(色 舷片

t~(玉 総色凝灰岩 (085) 0.50 (0.45) 0.15 0.15 5GY7/1 191オリーブ灰色 破片

'ii':f: 緑色凝灰む 0.10) 0.50 (0.4且} (0.20) 0.15 5GY7/1 明オリーブ灰色 舷片

1~'玉 総l!l凝灰I:{ 2.30 0.50 0.55 0.20 1.15 7.5GY6/1 総灰色

千7玉 緑色凝灰む 2.6G O.ω 0.00 0.13 1.09 7.5GY6/1 緑灰色

:r，玉 総色凝灰岩 1.85 0..ω 0..50 0..15 0.88 5GY6/1 オリーブ灰色

管玉 緑色凝灰岩 u如 0.50 0.50 0.13 0.73 7.5GY6/1 総灰色

管玉 総(é;溌妖~ 2.45 O.ω 0..ω 02210.16 1.34 7.5GY6/1 総!ポ色 鋭と|司ー創作

勾玉 T1m系 2.15 1.40 0.75 0.181028 3.10 7.5Y3I2 灰白色

勾玉 諸君再 2.70 1.75 0..80 ω5/0.31 6.50 5GY3I1 灰白色

勾玉 務取 2.35 1.70 0.80 止'lfJ/<札~ 4.64 7.5YR6/3 E置色
丸二匹 喰E凪 0..35 l∞ 0..35 0..23 0..42 科学分.J11

九玉 統的 (0.12) 破片，科学分析

f:'，玉 ガラス (1.35) 0.70 0..ω 0..16 (1.29) 3PB3.5/1O/0 コバルトブルー 革片.!æ~ì分析

小玉 ガラス 0.50 0.70 。ω 0.24 0.33 3PB2.0/5.0 浪蝋色 成分分析

小玉 ガラス 0..70 0.70 0..70. 0..26 0..41 3PB2.0/5.0 浪首E色 成分分析

小'f.' ガラス 0..55 。創】 0..70. 0..25 0.40 3PB2.0/5.0 濃虫色 成分分.J11

小ニ厄 ガラス 0.50 0.75 O.ω 0.18 0.25 3PB2.0/5.0 浪昔E色 成分分析

小玉 ガラス 0.70 0.65 0.70 0.20 0.44 3PB2.0/5.0 浪曲な色 成分分析

小:f: ガラス O.ω 0.75 0.65 0.16 0.41 3PB2.0/5.0 iJ!!磁色 成分分析

小玉 ガラス 0.65 。ω 0.55 0.21 0.38 3PB2.0/5.。 浪虫色 成分分.J11

小玉 ガラス 0..45 0.80 0..70. 0..21 0.35 3PB2.0/5.0 漉直E色 成分分析

小玉 ガラス (0.45) (0ω) (0..30) (0..ω) 3PB2.0/5.0. 濃暗主色 世片.成分骨折

小玉 ガラス (0.40) (0.45) (0.25) (0.例} 5B5.5/&5 ターコイズブルー 破 i\成~~ì折

小玉 ガラス 0..40 (0.35) (0..30) (0..07) 5B5.5/8.5 ターコイズブルー 112.成分分析

小1: ガラス 0.40 0.65 。ω 0.18 0.26 3PB2.0/5.0 浪量E色 成分分析

小玉 ガラス 0.55 0.70 0..ω 0..21 0..30 3PB2.0/5.0. 波艇色 成分分.J11

小玉 ガラス 0.55 0.80 0.70 0.25 0.46 3PB2.0/5マ。 濃雌色 成分分析

小玉 ガラス 0..50 0.65 0..65 0..15 0..23 3PBZ.ul5.。 波書E色 成分分針

※法J.tの( )付数値は残イ'ii拡を川測したものを示す。残イj絡が小さく日100不可能な場合は~側とした。

勾玉
.ft.曲@ 孔曹司b

.. 

※勾玉の孔筏については干しif①，孔後②のKaで認す。

※E自主は.側I由i中央に税を持ちm主主状を呈するものと.
殺が不叩l織でλ妓刷状になるものの両者を合み.本I'~では
剰分l.l行わず葺i玉の名称をJlJいる。

I毒
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1 遺跡の概要

( 1 )概 要

第N章 堂前遺跡

堂前遺跡は，西山丘陵内の東西方向に発達した解析谷の谷聞に立地する。調査区の南東が山側で，

北西には小河川が流れている。現況は山側の高い部分を削平して低い部分に約2mの盛土を行い， 小

規模な段々畑が形成されている。また，山側には斜面を削って敷設した林道が通っており，この林道

が遺跡の南限である。表土・盛土及び包含層を剥ぐと，遺構面は北側の河川に向かつて傾斜しており，

古代遺構面の標高は山側で'57.0m，谷側で、54.8mを測る。

A 縄文時代

遺構は凹 b府 'IVa府上で自然流路2条を確認した。自然流路内と肩付近から後期前葉の気犀 1b 

式併行期の土器が出土しているが，住居等は検出されなかった。周辺でも同時代の遺跡は未確認で、あ

り，土器の出土量も多くはないため，集落は離れた場所にあると考えられる。これらの遺構を検出し

た遺構面より下位の包含層からも，中期中葉の古府式併行期の土器，中期後葉~後期初頭の串田新日

式~前回式併行期の土器等が出土したが，これらに伴う遺構は検出されなかった。また，中期中葉か

ら後期初頭にかけての土器の新旧関係は土層の上下関係に関わらず混在した状況で，これは山の斜面

が崩落して二次堆積した結果と考えられる。

B 古代

遺構は阻 a層上面で掘立柱建物 I棟と土坑6基を検出した。遺構確認面は緩やかな谷斜面であるが，

建物周辺は比較的平坦に近くなっており，斜面を削って整地を行ったとみられる。掘立柱建物は四面

庇付きの大型建物で，柱穴は深いもので、約70cmと深く，高床式の建物と考えられる。建物周辺の古代

包含層から 7世紀第4四半期の須恵器の他，赤彩の黒色土器高杯，袋状鉄斧，万子が出土しており，

須恵器の年代が建物の帰属年代を示す可能性が高い。建物の構造，立地条件，出土造物から，特殊な

性格の建物と推測される。

( 2 ) 土 層 (第54図)

基本層序は， 1層 :表土(耕作土 ・盛土)，n a層 :2.5Y312黒褐色シルト質ローム (中世包含層)， 

n b層 :2.5Y2/1黒色粘土質ローム(古代包含層)，阻 a層 :lOYR3/3暗褐色シルト質ローム(古代遺

構面 ・縄文包含層)，皿 b層 :lOYR4/4褐色砂質ローム(縄文時代後期前葉遺構面 ・縄文包含層)，1V 

a層 :lOYR4/4褐色砂質ローム(縄文時代後期前葉遺構面 ・縄文包含層)，1V b層 :lOYR5/4にぶい

黄褐色砂質ローム ・2.5Y6/3にぶい黄色砂他 (縄文包含層 ・河川堆積層)，Va屑 :lOYR4/4褐色ロー

ム(縄文包含暗)， V b府 :lOYR5/4にぶい黄褐色砂質ローム(縄文包含陪)， VI屑 :lOYR6/6明黄褐

色砂質ローム ・5Y6/3オリ ーブ黄色砂，VI1層 :2.5Y6/4にぶい黄色砂礁である。

遺構面は古代 (7世紀後期)・縄文時代後期前葉の上下2面を確認した。na層から珠洲が数点山

土したが，中世の遺構は検出されなかった。調査区西半は困層がほとんど削平されていたが，東半で

は田 a層上で古代の遺構，血 b層またはIVa層の上面で縄文時代の遺構を確認した。北東端ではW層

から土器が出土したため， Y15以東の範囲をVI.VI1閉まで掘り下げた。その結果， 1V a府 ~V b 病か

ら縄文時代中期中葉~後期初頭の土器が出土したが，当該期の遺構は検出されなかった。
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2 遺構と造物

2 遺構と遺物

( 1 )縄文時代

A 遺構

主な遺構は皿 b層 ・IVa層上で検出した自然流路2条である。他に小規模な土坑が2基あるが，単

層で遺物はなく，人為的なものか不明である。調査区北東端ではN-V層から土器が集中して出土し，

土の違いから当初土坑かと考えたが，内部の離はVUJ宵の磯府の一部と判明し，包含府の一部と考える

に至った。

101号自然流路 (SDI0l，第56図)

遺構面の傾斜に従って北から南へ流れる自然流路で，最大1~~68crn，探さ 34cmである 。 埋土はにぶい

黄褐色ロームの単層である。造物は流路内から縄文土器の小片が数点出土している。

102号自然流路 (SD102，第56図，図版印 ・51)

遺構面の傾斜に従って北から南へ流れる自然流路で，最大1~~88cm，深さ38cmである 。 埋土はにぶい

黄褐色ローム・褐色砂質ロームを基調とし，一部ににぶい黄褐色砂等が混じる。遺物は流路内部や肩

部から後期前葉の縄文土器が多く出土しており，該期の遺構と推定される。 (越前慎子)

B 遺物

出土した縄文土器は，中期中葉~後期前葉の時期のものである。土器の主要な時期は，中期中葉

(古府式併行期)，中期後葉~後期初頭(串田新II-前回式併行期)，後期前葉(気屋 1b式併行期)

の3時期である。これらの土器は，気屋 1b式のものが自然流路から，その他のものは下層の斜面に

棄てられたように見つかった。つまり，中期中葉~後期初頭までは斜面に土器片が見られる土器捨て

場，その後地滑りなどでこれらが埋まり，後期前葉になるとその上に商から北に流れる小川程度の自

然流路ができたようである。これらの土器を残した人々の住居等集落は，非常に少ない土器と遺構と

周辺に同時代の遺跡がないことから，当該地域から離れているものと見られる。よって縄文時代の堂

前遺跡は，集落ではなく，山聞の谷地で狩猟や採集に訪れた人々の痕跡を示すものと言えよう。

a 中期中葉 (第58・59図，図版52・53)

lは舟形鉢。欠損しているが台付きのものと見られる。文様は口縁部に半隆起線による渦巻文を施

し，へラ状工具で刻む。渦巻文の空白部には櫛歯状工具で刺突を充填する。渦巻文の下には半隆起線

4条を波状に施す。用途は，口縁部外面と体部下半内面にススが付着していたため，煮炊きを行って

いたものと見られる。2は探鉢の口縁~体部上半。文様は lと同類であるが，刻みの工具を半隆起線

と同様な半戟竹管とし，空白部の充填刺突をヘラ状工具とする。3は3条，4は4条以上の半隆起線

を口縁部に施す破片。5は斜縄文を施す台付鉢で，内外面共にススが付着し，特に体部下半~底部内

面には炭化物が付着する。 6はくの字状の口縁を持つ鉢。文様は頭部に幅広で低平な 2条の半隆起練，

体部に撚りのあまい斜縄文を施すが，非常に粗雑な作り 。 7は深鉢だが， 6と同様な文様。

時期は， 1-5が半隆起線で渦巻文や波状文を施す古府式法1，6・7は半隆起線の衰退していく形

で首府式と次の串田新式との聞の古串田新式投2に相当しょうか。

b 中期後葉~後期初頭 (第60-63図，図版53-57)

8-11は貝殻腹縁文を施すもので， 8・10・11は隆帯上，8・9は沈線聞を刻む。12-1穴式葉脈状

文系。12・13・16は縦位に隆帯を貼り付け，その左右に櫛歯状工具で綾杉状とする。14は横位の隆帯

に上下から刺突，隆帯で連弧 ・縦方向の貼り付け，櫛歯状工具で斜方向の条線を施す。15は口縁部下
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第W章堂前遺跡

に横位に|監帯(突総状)を貼り，よから連続刺突し，体部を沈線で葉脈状とする。破損後に炭化物が

付着している。16の底面には網代痕が残り，2本越え 2本i替り 1;本送りと見られる制。 17は縦方向の

隆帯を 2本貼り，その問を上方から刺突，その外を貝殻腹縁で葉脈状文とする。18は口縁部に 2条の

隆帯を貼り付けるもの。19-25はナデ調整の無文のもの。19・21・22は深鉢。19は外面に吹きこぼれ

状のススが付着し， 2孔の補修孔が見える。22は口縁部にユピナデ凹線を 2条施す。20は輪積み痕の

残る浅鉢。富山市東黒牧上野遺跡加に類例がある。23・24は鉢。23は口縁部下に隆帯を持つ。24は口

縁端部をユピオサエにより小波状とし，体部には補修孔がある。25は台付鉢で，台部を欠損する。26

-28は双頭波頂波状口縁部で，隆帯を貼り付けるもの。29は縄文のみのもので，口縁端部を面取りす

る。30-36は底部。調整は30・34が無節縄文 31-33が斜縄文 35・36がナデ。30・31・33・35・36

は底面に網代痕が残り， 33・36が2本越え2本i替り I本送りで，その他はスダレ状庄痕注50 37-44は

沈線文・列点文を施すもの。37は口縁部に棒状工具で平行沈線を 2条施し，口縁端部をユピオサエす

る。38は波状口縁の突起部で，内外面に|監帯を貼り付け，棒状工具で刺突する。39・40はU字状の沈

線文を施すもので，同一個体と見られ，外面に赤彩痕が残る。41は双頭波頂波状口縁部で，平行沈線

聞に列点，その下に連弧文?を施す。42-44は矢羽状の沈線文を施す。42は双頭波頂波状口縁部で，

隆帯を貼り付け，貝殻腹縁で刻む。

45-47は縦方向の条線を施すもの。45は底部で，条線の後にナデ。底面にはスダレ状庄痕が残る。

46は平行沈線聞に列点を施す。48-50は縦方向の縄文に平行沈線を施すもの。48・49は口縁部に指頭

による沈線を 1条，50は2条施す。51-55は薄い器面で平行沈線開に列点を施す，いわゆる前田式首6

と言われるもの。51は強い列点のため，内面が起伏状となる。52・53は体部に縦方向に条線を施す0

54は頭部に 2条の平行沈線，体部に縦方向の縄文を施す。55は54の底部と見られる。56・5'"は無文の

鉢。58-60は縄文のみを施すもの。58は口縁部で，端部に内外面から刻む。59は内外商にススが付着。

60は口縁端部を面取りする。

時期は 8-44が串田新H式削，45-55が前田式に相当しょうか。なお，串田新日式と気屋式との聞

に，富山県では突線文を施す岩勝野式HS，石川県では列点 ・沈線文を施す前田式という型式が用いら

れている削。 ここでは岩僻野式に見られるような顕著な突線文がないことや，富山県でも石川県に近

い西部にあることから前回式としたい。

c 後期前業 (第64・65図，図版57・58)

61-66は三角刺突文を施すもの。61・62は口縁部に末端刺突を持つ沈線を施す。64は口縁部の沈線

内に三角刺突文，頚部に三角刺突文をそれぞれ2条施す。65・66は頚部に三角刺突文を施す。67-72

は口縁部に円形の刺突文を施すもの。67は口縁部に 2個 I単位のユピオサエによる円形刺突を施し，

突起部とする。68は沈線開に短沈線を縦位に施す。69は口縁部に円形刺突と末端刺突を持つ沈線を施

す。70は口縁部に円形刺突と斜位に三角刺突文を施す。72は口縁部に棒状工具で斜位の刺突を入れ，

頚部に竹管による刺突を連続して施す。73-771は口縁端部を刻むもの。73はヘラ状工具で矢羽状に，

74-76は棒状工具で#:41立に， 7πまヘラ状工具で縦位に刻む。78-82は頚部に沈線文を施すもの。78は

U縁部を斜縄文，頚部を平行沈線2条，体部を縦方向の縄文を施す。79はLI縁部に隆帯を貼り付け，

斜縄文を施す。82は頚部に長方形区画の沈線文を施す。83は頚部に指頭による列点を施すもの。84・

85は縄文のみを施すもので，口縁部に斜位，体部に縦位の縄文を施す。86-88は縦位に縄文を施す底

部。88は底面に網代痕が残るが摩滅している。61-おの時期は気屋 1b式酬に相当しよう。

(町田賢一)
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2 遺構と遺物

( 2 )古代

A 遺構

遺構は掘立柱建物 I棟と小規模な土坑6基である。土坑の中には柱穴状の掘形をもつものもあるが，

付近に並ぶ柱列はない。遺物は遺構からは出土していないが，掘立柱建物周辿の包合層(Ilb層)を

中心として出土しており，建物に関連するものと考えられる。

1号掘立柱建物 (SB 1，第67図，図版60・61)

調査区の東側に位置する。遺構検出面である田用面は建物の南側で一段低くなっており，建物の周

辺を削平して平坦面をつくり出そうとしたものとみられるが，それでもなお若干の傾斜がある。各柱

穴の底面の標高が傾斜に沿って低くなっていくことから，遺構面の傾斜は後世に削 り取られたもので

はなく，当時も緩やかな斜面であったと推測される。 ただし北縁の幅2.5~ 3 mの範囲は，段々畑を

造成する際に40cm前後削 り取られている。

身舎は 2問x1聞で，四面に 4悶x3聞の庇が付く 。主軸はN-450
- Eである。桁行10.75m，梁

行7.3mで，面積は76.85m2である 。 柱間距離は，身舎の梁行は4.2m ， それ以外の梁行は2.3~2.55m ，

桁行は2.15~3.07mである 。 柱穴はすべて円形を呈し，柱穴規模は直径32~56cm，深さは削平を受け

ているものも含めて 16~68cmで、ある 。 柱穴の規模には身舎と庇で差がなく，深さがあり，四面庇であ

ることなどから，この建物は高床式の建物と推定する。埋土はすべてIlb層である黒色粘土質ローム

を基調とし，にぶい賞褐色ロームが粒状に混じる土で，単層で柱痕はない。掘形は円筒形が多いが，

底部カサ:聞くすほむものもある。

柱穴からの出土遺物には縄文土器があるが，周辺の古代包含府 (ab糟)から 7世紀第 4四半期の

須恵器のほか，赤彩のある黒色土器高杯，袋状鉄斧，万子が出土しており ，これらが建物に伴うもの

と考えられる。

この建物の性格については，規模 ・形態および立地状況や周辺の造物組成からみて， 一般的な住居

または官街とは考えにくく ，特殊な建物であった可能性が高い。

16号土坑 (SK16，第68図)

S B 1内に位置し，柱穴状の掘形をもつが，性格は不明である。直径42cmの円形を呈し，深さ30cm

である。埋土はにぶい黄褐色ローム混じりの黒色粘土質ロームの単府である。

17号土坑 (SK17，第68図)

S B 1内に位置し，柱穴状の掘形をもっ。直径30cmの円・形を呈し，深さ28cmで、ある。埋土はにぶい

黄褐色ローム混じりの黒色粘土質ロームの単層である。

23号土坑 (SK23，第68図)

S B 1内に位置し，半円状の掘形をもっ。長さ120cm，幅68cmの楕円形を是し，深さ35cmで、ある。

埋土は暗灰黄色砂混じりの黒色シル トの単層である。

25号土坑 (SK25，第68図)

S B 1内に位置し，柱穴状の掘形をもっ。直径32cmの円・形を呈 し，深さ32cmで、ある。埋土はにぶい

黄色砂混じりの黒色粘土質ロームの単層で、ある。

26号土坑 (SK26，第68図)

S B 1内に位置し，柱穴状の掘形をもっ。直径36cmの円形を呈し，深さ23cmである。埋土は黒色粘

土質ローム混じりのにぶい黄色砂の単府である。
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B 遺物

遺物は，古代の包含層である IIb層から須恵器 ・土師器・ 黒色土器 ・袋状鉄斧・万子が出土してお

り， II b層の出土遺物としては，図示したもの以外に縄文土器の破片が数点ある。古代の遺物は SB

1周辺からの出土で， II b層は安定した表土歴をもっと考えられる黒色粘土質ロームであることから，

これらの造物が他からの流れ込みとは考えにくく，建物に伴うものと推定する。

中世以降の遺物は，表土及び中世の包含層である IIa暗から出土している。珠洲・中国製青磁 ・越

中瀬戸があるが，点数は僅少である。また，中世以降の遺構は検出されなかった。

a 土器 ・陶磁器(第69図，図版62・63)

89-92は須恵、器杯蓋で，内面にかえりをもっ。法量は口径18.7cm(89)， 12.2-13.1cm (90・91)，

10.2cm (92)の大 ・中・小に分けられる。頂部はすべて右回転のヘラケズリを施し，全体に扇平なも

の (89)，頂部からなだらかに傾斜するもの (90)，頂部が平坦で肩で屈曲するもの (92)がある。か

えりの先端は，口縁端部と同ーの高さに垂下するもの (89・90) とやや短いもの (91・92)があり，

かえりの形態は， 89は細く端部が鋭いが，90-92は断面三角形を呈し，形骸化が進んでいる。頂部に

は篇平な擬宝珠状のつまみが付く 。頂部内面は仕上げナデを施す。89には，外面に直径7cm及び'llcm

前後の別の 2個体を重ねて焼成した痕跡がある。90-92にも重ね焼きの痕跡があり，内面を上にして

杯等の上に重ねて焼成したとみられる。7世紀第4四半期のものである。また， 89・90・92，は蛍光X

線分析の結果，射水平野の窯群の製品である可能性が高いことがわかった注2。

93-95は土師器椀である。ロクロ成形で， 95の底外面は回転糸切りである。口縁端部の形態は， 93 

は内面に面を取り， 94は丸く収める。

96は黒色土器高杯である。内面は黒色処理され，外面は赤彩を施す。脚部は短く，裾部は篇平に広

がる。脚部から裾部にかけて，縦位のヘラケズリを施す。胎土には雲母 ・骨針が多く含まれる。

97は越中瀬戸皿である。口径9.7cm，器高2.1cm，底径4.1cmで，外商の体部上半から内閣にかけては

ロクロナデ，外面は体部下半から底部にかけて回転ヘラケズリを施す。見込みには菊の印花があり，

重ね焼きの痕跡が残る。口縁部内外面に灰紬がかかる。

98は中国製青磁碗である。高台内部の制りが浅く，底部は肉厚である。外面に片彫りの鏑連弁をも

ち，内面見込みに圏線と花文を有する。胎土はやや粗い。草fhはオリーブ灰色を呈し， 半濁している。

高台の外側までかかり，畳付の部分は剥ぎ取る。太宰府分類の龍泉窯系碗IIb類に相当し， 13世紀前

半のものである。

b 金属製品(第69図，図版63)

99は万子である。鉄製の本体のみで柄はなく ，切先と関部は欠損している。

100は袋状鉄斧である。刃部と袋部が一体でつくられた無屑袋状鉄斧で，長さ8.7cm，基部幅3.4cm，

基部厚1.8cm，刃部l隔4.0仰を測る。袋部の断面形は丸みを帯びた長方形を呈する。また，金属成分組

成の調査の結果，低温還元直接製鋼法にもとづく塊煉鉄を素材とし，製鉄原料は砂鉄も しくはチタン

磁鉄鉱が想定された設2。形態 ・規格からは， 7世紀のものである可能性も考えられる制。 (越前慎子)

注

注l 第V主主 自然科学分析 r2 堂前遺跡 ( 1 )堂前遺跡 ・岩坪阿国鳥遺跡出土須恵器の蛍光X線分析jに詳しい。

注2 第vt;r 自然科学分析 r2 &前遺跡 (2)袋状鉄斧の金属学的調査をJに詳しい。

注3 野鳥永氏の御教示による。
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3 小結

3 小結

堂前遺跡の調査では，上層面で白鳳時代の掘立柱建物，下層面で縄文時代の流路や土器捨て場を検

出した。ここでは，まとめとして遺跡の変遷やその成り立ちについて考えてみたい。

(1)遺跡の変遷 (第70-73図 ・第13表)

遺跡の変遷は，第 I期 :縄文時代中期中葉，第E期 :縄文時代中期後葉~後期初頭，第田期 :縄文

時代後期前葉，第W期 :白鳳時代の大きく 4時期に区分して周囲の遺跡ともあわせて見ていくことと

する。周囲の遺跡については，堂前遺跡の立地が山間部にあることからその行動範囲を広範囲ではな

く，仮に近隣の半径10km閲内山 とその周囲の半径15km閤内とした。また，縄文土器の年代測定につい

ては(山本 ・小田2001)文献から引用した。

A 第I期

a 時期及ぴ年代

縄文時代中期中葉で， 土器君!J式では古府式~古串田新式に相当する。年代は石川県金沢市北塚遺跡

出土の古府H式土器で14C年代を4840::l::90BP，古串田新式土器でI4C年代を4636::1::237BPと測定さ

れており，暦年較正加すると BC3700-30∞年に相当する。

b 遺構及び層位

遺構はなく ，包含層ではIVb-Vb層が相当する。

c 遺物とその分布

遺物は北東端を中心とする狭い範囲から，縄文土器が出土している。出土土器は数少ないものの，

古府式の舟形鉢のように大型の破片が出土 しており， 小範囲ながら谷に向かつて一括廃棄していた様

子が窺える。

d 問時期の遺跡

半径10km圏内には，朝日貝塚や岩上遺跡や桑ノ院吉谷遺跡などがあるが，遺跡数は少なく，建物を

持つ集落は朝日貝塚の他には見られない。半径15km圏内外になると，東方にある射水E陵の水上谷遺

跡や小杉流団No3・19遺跡，西南にある臼谷岡村遺跡のように建物を伴う集落が存在し，なかでも水

土谷遺跡は竪穴建物10数棟からなる大集落となっている。このように，堂前遺跡周辺にはこの時期の

本格的な集落は聞かれず，海沿いの朝日員塚や東方や南西部の射水丘陵に集落が営まれたようである。

B 第E期

a 時期及び年代

縄文時代中期後葉~後期初頭で，土器型式では串回新~前図式に相当する。年代は，石川県金沢市

北塚遺跡出土の大杉谷式土器で14C年代を4012::1::86BPと測定されており，暦年較正すると BC2670 

-2400年に相当する。

b 遺構及ぴ層位

遺構はなく，包含層では皿 b-Va層が相当する。

c 遺物とその分布

遺物は北東端を中心としながらも， 全域で小破片が出土している。また，土器が出土する層は Va

層を中心としながらも，阻 b層から V層までの幅広い層がある。
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d 同時期の遺跡

第I期に比べて遺跡数が増加する。半径10km圏内には，海沿いに朝日貝塚 ・岩上遺跡，宝遥丘陵周

辺に上久津日中屋遺跡・四十塚遺跡・勝木原遺跡などがあるが，いずれも替や散布地で，建物を伴う

集落は見られない。半径15km圏内には，宝遥丘陵周辺に沢川北遺跡・ 一例前回遺跡・桜町遺跡，海沿

いに大境洞窟，射水丘陵に串回新遺跡・黒河尺目遺跡などがあり，標識遺跡である串回新遺跡では建

物を伴う集落が見られるものの，他にはない。

C 第田期

a 時期及び年代

縄文時代後期前葉で，土器型式では気屋式に相当する。年代は，石川県宇ノ気町気屋遺跡出土の気

崖式土器で14C年代を3619:1:135B P， 3481:1: 110 B Pと測定されており，暦年較正すると BC1880-

1770年に相当する。

b 遺構及び層位

遺構は南側の山地から北側の川へと注く、、小さな自然流路S0101・102のみで，包含府では国府が相

当する。

c 造物とその分布

遺物は南側の山地から北側の川へと注く・小さな自然流路S0102を中心とした範囲と，西端の谷部

付近から，いくつかのまとまりをもって土器が出土している。

d 同時期の遺跡

第E期から続く遺跡が多い。半径10km圏内には，海沿いに朝日貝塚， 宝達丘陵周辺に惣領浦之前遺

跡・四十塚遺跡，平野部に小竹薮遺跡などがある。半径15km圏内外には，海沿いに大境洞窟，宝達丘

陵周辺に一刻前回遺跡 ・沢}IIヌゲダ遺跡 ・桜町遺跡，扇状地に久泉遺跡などがある。いずれの圏内で

も建物を検出したところは見られず，谷肩部に廃棄された土器捨て場などを主体としている。

D 第W期

a 時期及び年代

白鳳時代で，出土した須恵器から 7世紀後半という年代を示す。

b 遺構及び層位

調査区東側の掘立柱建物SB 1のみで，包含層では 11b層が相当する。

c 遺物とその分布

遺物は SB 1を中心に 11b層から出土している。

d 同時期の遺跡

第皿期までとは生活領域が異なるため，同じ範囲で遺跡を見ることは難しいが，参考までに見てみ

ると，半径10km閏内には，西山丘陵に墓域の頭川城ヶ平横穴墓群 ・江道横穴墓，生活域の岩坪岡田島

遺跡，平野部に集落と見られる中保B遺跡 ・瑞穂町遺跡などがあるものの，遺跡数は少ない。なお，

中保B遺跡では， 3 x 2聞で4面庇をもっ大型の掘立柱建物が維認されており， S B 1との関係が窺

える制。 半径15km閤内外で、は，海沿いに生産域の九殿浜遺跡，墓域の脇方横穴墓群 .~jjJ尾瀬戸ヶ谷内

横穴墓群，射水丘陵に生産域の小杉丸山遺跡 ・天池C遺跡などがある。海沿いには横穴墓などの墓域，

射水丘陵には須恵器窯などの生産域が営まれているが，集落域は見つかっていない。
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第W章堂前遺跡

番号 遺跡名 所在地 主なA世締
第 1Wl 

l時期

第Dl制 第四l則 第lVWl

長坂ft*¥ 長坂 。
2 九殿浜 'i:! 3逆指 。
3 大lJl痢勉 大秘 洞E司 。 。 。
4 脇:m貴穴1，1;群 脇プi 横穴主事 。
5 ー刻'IIjIIl ー先日 谷 。 。
6 ーノ瀬 ーノ漸帯場 。
7 阿尾瀬戸伊都内倹穴grt r-U'e瀬ドヶ谷内 4蝿火五品 。

籾凶水源地
氷見di

制1:1，6:8 谷 。 。
9 初凶貝塚 明1:1，6: 貝塚 。 。 。
10 6上 IJt努大l町 。 。 。
11 上久i'lIEl'I'}主 上久i哲白 谷 。 。 。 。
12 州 |・嫁 下ID子 貝塚 。 。
13 惣智iirfi之前 惣~i 1'1然減路 。
14 桑ノ院古谷 桑ノ院 。 。
15 堂前 西海老坂 谷 。 。 。 。
16 6.-t-:}j凪オジャラ 勝本民{ 。
17 勝木}~(f(之前 勝木JJ;( 。
18 沢川ヌゲダ 制附I~r沢川 建物 ・土:11'( 。
19 vυI I ~t 制附 I~r沢川 土J/C 。 。
ro 百1川城ヶ平検火器~'f 高岡市 頒川 繍火装 。
21 江道線穴五Z群 11道 機穴3高 。
22 むl.f.闘1111;占 むl.f.・ 土~(・鴻 。
23 I苗穂町 I苗穂町 i持 。
24 小竹厳 内総公l凋 。 。
25 rt・保B 叶・保 建物 。
26 tl<圃f tl<圃I lI!物 .1'，抗 ・谷 。 。 。 。
27 地'主上野 小矢都市 地'主 炉 。 。
28 円谷闘村 円谷 ill物 ・土抗 。 。 。
29 久泉 f防止市 久泉 自然流路 。
~ l~1 1II新 IIIIII新 生E物 。 。 。
31 小杉九IlJ 官Jl谷 ヨt 。
32 小杉流問No3 水)ilIl 建物 。
33 小杉流|車Nol9 WJI谷 ili物 。

射水市
34 上野 上野 ill物 。
35 天池C 天池 Y!忠告t買1 。
36 .~.~かJ尺目 .t}¥河 粘土保持t抗 。
37 水J'.谷 背井谷 建物群 。

第13表 堂前遺跡とその周辺の遺跡一覧
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第IV!ii 堂前遺跡

( 2 )遺跡のあり方

以上のようなことを踏まえて，堂前遺跡の形成について考えてみたい。

A 形成前

西山丘陵の谷間で，凶方の上流から上田子層と呼ばれる磯 ・泥 ・砂からなる地層を削って流れた喋

や土砂 (VI層)が堆積する。

B 縄文時代

中期中葉から後期前葉までの期間に西山丘陵を伝ってやってきた人々が，狩猟や北側の小川で漁労

などを行う 。ただし，居住はせず，狩猟等が終わればまた元の集落に戻ってい く。ょうするにキャン

プサイ トのようなものであろう 。この間には，土層堆積からみて，何度も土砂崩れや洪水などが起こ

り，土砂が堆積し，断絶があった ようである。土砂の堆積の落ち着く度に人々がやってきたのであろ

つ。

C 白鳳時代

縄文時代後期以降，遺物は見られず，土砂が堆積する。これに よって谷部が埋まり ，平坦地が作ら

れる。この上に掘立柱建物が作られる。この建物は単独であることと，四面庇をもつことから，通常

の居宅とは趣きが異なり 、特殊な施設と見られる。この南側には，東方の平野部から西方の山間部に

向けて，現道の ような道が聞かれていたのかもしれない。そうすれば，“堂前"という字名の由来に

係るのかもしれない。すなわち，山間部に聞かれた祭杷関連の建物(堂)であったのだろうか。

D 奈良時代以降

白鳳時代より後では，中世の遺物が散見できる程度で，遺構は見られない。そのため，集落が聞か

れることはなかった。ただ，荒蕪地であったかというとそうでもないようである。それは南側の丙山

丘陵から小川にIpJかつて舌状にせり出した台地となっており，耕作に適したところとみられ，調査前

の現況のような畑地または水闘であった可能性がある。つまり，白鳳時代以降は居住域ではな く，生

産地となっていたのであろう 。

堂前遺跡は山間部にある約8∞ばという小さな遺跡で，遺構遺物共に数少ない。しかし，縄文時代

では古府式期の舟形台付鉢がほぼ完形で出土し，また，中期後葉(串田新式期)から後期前葉(気屋

式期)という過渡期の土器がまとまって出土し，白鳳時代では図面庇のつ く特殊な掘立柱建物を検出

した。これらは，県内では類例の少ないもので貴重な資料である。このようなことから堂前遺跡は，

単に小さな山間部の遺跡ということだけではな く，今後の調査研究，また西山丘陵を含む地域の歴史

解明に重要なものとなるであろう 。 (町田賢一)

注

注 l 半径10km閤内とは.Ki本強氏によれば世界の原生採集民の平均的な生活領域とされ，これを司喜朗した。(Ki!本1994)

注 2 "'C年代の暦年較正については，オックスフォード大学のプログラムOxcalv3.9 (http://rlaha.ox.ac.uk/orau/oxcal/html) 

を使則した。

主主3 中保B遺跡を調査した根津明義氏は，この建物を「豪族の属宅と考えることも一君主にのぼると忠われるjとしている。

(高岡市教育委員会2∞12)
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堂前遺跡第W章
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3 小結

引用・参考文献
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小矢部市教育委員会 1994 r白谷岡村遺跡j
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第W章堂前遺跡

第14表堂前遺跡縄文時代溝一覧

jfi栴 強:~j
規綴 (m)

出土遺物 t中関番号 主再!'~凶}桜 時期
itl，l 深さ

SDIOJ 自然流路 0.68 0.34 縄文土器 56 後期飾業

SDJ02 n然流路 0.88 0.3$ 縄文士宮号(6()・6)-67・69・ 56 50・51 後JVlli画祭72・7J・78・$2-/#・86・87)

第16表堂前遺跡古代柱穴一覧

悠物 遺4揮 平副形
脱線(m)

長き 。面 ~き
Ill-I:遺物 t市凶帯号 7J.J，'.f.凶版 11事j明

SB! SPJ 円 0.40 0.37 。ω 67 71!t紀賞~4凶半期

SP2 1司 0.48 0.44 0.45 61 

SP3 111 0.52 。44 。守63 67 61 

SP4 円 0.41 且38 0.54 67 

SP5 刊 0.48 0.46 0.60 純i文上u(8J)

SP6 1司 0.38 0.36 0.56 

SP7 111 0.54 O.ω 0.62 縄文土器 61 

SP8 lリ 0.48 。45 0.62 

SP9 円 0.48 0.42 0.63 

SPII PI 0.38 0.34 0.52 

SPI2 111 0.50 。.46 0.68 67 61 

SPI3 円 0.48 0.44 0A6 

SPI4 円 0.40 0.34 0.48 

SPI5 1可 0.40 0.36 0.50 縄文上総

SPJ8 111 0.46 0.40 0.16 

SPI9 111 0.32 且26 0.16 

SP20 円 0.56 0.50 0.42 67 

SP2J 円 0.40 0.36 0.29 

SP22 111 0.42 0.35 0.30 

第17表 堂前遺跡古代 土坑一覧

風枝 (m)
泣flII 平岡形 IIIよ遺物 j市問fi号 写l'tl習版 時期

長さ 住1 ~さ

SKI6 (1J 0.42 0.40 0.30 68 71崎紀か

SKI7 円 030 。28 0.28 68 71ft紀か

SK23 t自門 1.20 0.68 0.35 68 7世紀か

SK25 I'J 0.32 。28 0.32 68 7位紀か

SK26 刊 0.36 0.30 且23 68 7世紀か

第18表堂前遺跡金属製品一覧

t暗鴎fi号 遺物喬号 写真図版 逃憎 111土地点 組事1
世;訟(岨 -g) 

分析
長 幅 1草 jf{ 

ω 虫9 63 
XJ3Y14 

lJ干 4.3 1.1 0.35 5.4 llb府

69 Iω 63 
XI8Y19 

袋v¥欽斧 8.7 4，0 1.8 J64.0 金属 ・年代
llbl.'1 
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第19表堂前遺跡 土器一貫(1)
t市白 遺物 写n巡4持 出土地点 種事l 枠組

法試(帥) 揖存率 1-1緑内l画調盤 n綜外I師海盤 体古車内耐i調盤 休部外I師湖豊臣 成都内l師調整 厳郎外I面調書2 胎土色誠 胎土の特徴 時帰l 型式
備考

帯号 4骨号 1:;(1版 口径:la路悠径 (拍) 。if.剣時期

58 J 52 XI9Y由 ¥'a百 縄文士雄 舟llJl; 路島<< (23.0) 10 ナデ 宇陀起線lこよる ナデ.MU)f LR縄文，思疎. スス付ま} 1.5YR6I4 赤色tt白色tv:. 中期j中葉 古1ft式
ri>1 量ftl2.; ila巷丸梅醜状1 スス付治 にぷいお色 'o.~針，，(i英，5聖母

見刺~.ヘラ状工
u刻み，AA付着

59 2 53 X18Y18 ¥'all 純文上告S 深鉢 34.0 (11.2) 35 ナデ 半隆起線による 1.5Y6/4 靖之色tU:I色tv:. 中期中~ 古J荷式

N>1 渦巻文:r.銭竹 にぷU吋畳色 .ft針，石~

管刻み.ヘラ状

工具刺当時，λス

in'1 
3 X!9Y18 1'.1j 純文土i器 深鉢? 24.0 (6.6) 8 半隆起線3粂 LR縦縄文 2.5Y3/2 内色枝，付針 中j制中N; 古府式

IlIIト12 {園陸滅) ~'l褐色
4 XISYI8 ¥'a画 縄文土;器 漂鉢? 22.0 (3.0) 半降起紙t4条 7.5YR6/4 砂枝.骨針.石兆 中期"r~ 占1#式

1115 以上(~滅) にぷい松色

スス付AI
5 52 XISYlS ¥'all 純文土;器 台甘露 22.0 (15.8) 13 22 ミガキ 斜純文，スス ナデ.スス.)，え 斜t.'Il文，スス ナデ，スス .~ ナデ 2.5YR5/6 内s粧，"(t・針， 中距~，ド然 古府式

出It 付着 化物付;{( fサョ1I 化物付;{( IJI#褐色備が 石英，t;母
全体に!s<煤け

ている

6 XISY泊I'bfl縄文土器 鉢 ナデ 1'.隆起線2粂， ナデ 斜純文 lOYR5/4 赤色t.Y: 中期中N; 前~lFEI新式 くの字状口緑

縄文，珊l雑 にぷい賃制色

7 XISYl6 ¥'all 純文土l!:i 深鉢 ナデ，折返し 浅い半.n竹管 純文(無節>) 5YR4/6 白色絃.~;英.~母 中期中楽 古市刷新式

ri>1U&19 による半隆起線 赤禍色

ω 8 XI8YI6 ¥'ati 純文土;器 深鉢 ナデ 隆衝を貝滋腹 IOYR5/2 白色粒，石英，~t草 中期後楽 ~lm.tli D 式 波状μ総

出11 縁で刻む'Itfi 灰鈍祖母色

i:tflit 
9 X却.Y19I'Ij 純文土;器 探鉢 ナデ 隆liiを只紋JI\(~ IOYR5/4 砂絵 '1'舟J後楽 市聞紙日式

官邑 で刻む平行司;轟l にぷいI貴樹色

10 XilYIO 縄文j:l!ff深鉢 ナデ. F華街をj:I，n般紙 7.5YR6/3 砂絞 中期j後楽 ~l聞紙 E 式

スス付xi で刻む にぷい悩色

11 55 XI6Y18 IMI 縄文士i器 ~鉢 スス1.]':1'1 際帯2粂を貝綾 7.5YR7/3 砂.n 中JVJ後楽 Ql聞紙E式

Jl(械で刻む，民 にぷい松色

絞条v!文
12 55 ;aYI7-i8 縄文士総 深鉢 (4.7) 見直脈状文系 1.5YR7/6 赤色tv: 中脚IJI長~ 中間続E式

V届 鐙色

13 55 XI8-19Yli-縄文上越 深鉢 (4.6) 10.0 ナデ 1臨脈状文系 5YR4/8 砂絵 中期後楽 市闘新日式 16と同 1y>階事か

i9 l'届 赤~色
14 55 X!9Y18 I'.tl 純文1:1器 探鉢 1距~#;文系， IOYR6I3 白色綻ぶ'!A.'!l母 中即j後策 市mt冊目式

世曲 繍際紛『述弧 にぷいlIil空色
文陵情4 綴隆

司j- 粂線・刺

失.ススf.t.r1

15 56 X15Y11 NtW 純文:土i器 深鉢 ナデ， ~脈状文系，隆 1.5YR5/3 白色絵，石英，3母 中期後策 市聞紙E式 波状口縁

炭化物付11 帝を述絞測量: にぷい鈎色

16 XIト19YIト 縄文士i器 深鉢 (1.1) 1.9 {底)3) 1監脈状文系 網代鋭 IOYR114 砂tv: 中期f企業 IjlmJ暗E式 13とI'~-個体か
!9 VM にぷい黄綬色 2本縫え2本潜り1本送り

17 55 ;aY19 ¥'凪 縄文士器 ~鉢 ナデ 聾脈状文系.2 7.5YR6I4 砂.n.'o'~針 中期後策 Ql聞紙E式

品立 条の底知削剥 にぷい松色

~.貝鍛飯縁文

醤

抽
別
刷
用



第19表堂前遺跡土器一覧(2)
t中l凋 z番t物号 写真 治情 出よ地点 積鎖 税制

法五u佃) 班存率
口緑内而J国盤 口縁外耐i測量産 体都内而調整 体滞外f回調整 底部内而，純豊富 底締外耐調量産 1治よ色調 HIiよの特徴 時期

型開式
備考

番号 |苅}仮 口径器r.:;IJi王後 (鵠) Jf.剣時期

ω 18 55 XI1Y却~1.11 縄文士~ 深鉢 19.6 (6.7) 10 降続2粂.ナデ LR斜縄文 5YR6/8 坊、色主立 中期後策 ~j聞紙 E 式

4霊色
19 56 I紗 21Y陪~ 縄文土器 深鉢 (8.2) ナデ 無文，補修孔(2 7.5YR6I3 赤色主主，砂役 中期後~ QJ聞紙H式

19 VM つ)ススH消 にぷい制色

お XI9Y!1 ¥'，圃 縄文1:i器 ~鉢 19.8 (7.0) 20 ナデ 論破み→ナデ 10YR6/3 肉色純.1'i英:!$母 中期後~ m聞紙日式 東~，\牧 1 '.野泣跡に

1il1 にぷいui位色 JSi例
21 56 X~ト21YIト 純文上越 深鉢 29.4 (12.1) 9 ナデ{無文} ナヂ(無文} ナデ(無文) ナヂ{無文} IOYR5/3 赤色U.砂主主 中j郎監禁 市聞紙日式

i9 VJJ! にぷい賃制色

22 56 Xi9YI9 ¥'掴 縄文士1器 深鉢 28.0 (1U) 豹10 ユピナデ凹線 ナデ(無文} IOYR6/3 中j明後策 QJlUg時日式

1il1 2粂 にぷい1町綬色

61 23 XlO'-2IYlS-縄文土器 鉢 12.9 (1お} 10 陵情I条， 7.5YR6I3 砂S宣 中期後~ 。聞紙E式

!9 VJJ! スス付;(1 にぷい紛色

24 56 I却-2IYJS-縄文土器 鉢 14.9 (4.9) 11 ナデ 端緒ユピオサエ 補修孔 7.5YR5/2 砂粒 中期後策 市問新日式

i9 V踊 (小波状).ナデ 灰禍色

25 X18Y18 1'，11 純文上&:i 台ff# (5.6) 勝滅 E壁滅 5YR5/6 'l't針 中期後楽 ~1問書毎日式

1ilJ 明亦鈎色

王強 I節句21Y18-縄文士総 深鉢 ナデ FU青l条，ナデ 7.5YR6I3 砂.n 中期後紫 QJIUJ時E式 水島a波m波状口縁部

!9 V層 にぷい純色

27 XIト19YIト 縄文土器 深鉢 沈線.~控減 2.5Y5/3 中期後策 巾聞紙E式 双頭i~m波状口縁怨

!9 VM 貨尚色

28 I却-21YJ8-純文上&:i 深鉢 隆告官 7.5YR6I3 砂粒 中期後耳障 m附新日式 双頭波頂液状口緑$

i9 V廟 にぷい飴色

29 X~ト2IYIS- 純文土器 深鉢 16.0 (3.1) 12 ケズリ『ナデ 治部繭取り， IOYR3I2 中j制f監禁 市間続B式

i9 V層 スス付;(I LR斜縄文， ~，\褐色

ナデ，スス付着

J(J I羽-21Y18-純文土&:i 深鉢 (5.6) 123 {底)15 ナデ 無節縄文 スダレ事W.:IJ{. 7.5YR6I4 砂絞 中j間後楽 市刷新日式

19 V眉 ナデ にぷいね色

31 53 X!9Y18 V!I 純文土;器 深鉢 (6.6) 10.9 {底)87 ナデ，ススf'f翁 LR斜縄文 ナデ スダレ状圧羽目 IOYR7/4 白色絃，';;針.石英 中即j後策 市聞紙日式

I却Y却 V.層 にぷい1Il怨色

32 X罰n7-IS 縄文土器 ~鉢 (5.2) 9.8 {底):l) ススHlf RL斜縄文， 10YR6/4 砂Z宣 中期後策 。聞紙日式

I'M ナデ にぷい1Ii符色

33 54 X:llYIS l'届 縄文士&:i 深鉢 (8.6) 13.1 (直)1帥 ナデ LR斜縄文 網代絞 5YR5/6 白色紋.fi英:ll母 中期t豊富E 市I日新E式 2本超え2本滑り1本
~ 明亦尚色 送り

34 XI9YI8 VM 純文土器 深鉢 (5.4) 73 {底):l) 無筋縄文， 7.5YR6I2 砂S宣，靖之色ty: 中期f監禁 ~11Ð新 日式

組絡なっくり 灰禍色

よ5 XI9YI8 V.I! 純文土i器 深鉢 (2，3) 9.0 {底辺l ナデ スダレ朝司王羽目 7.5YR6/4 砂U..!;色粧 中即H造業 市聞紙日式

にぷい4畳色
J(j X罰，y)j-IS 縄文土器 深鉢 (2.7) 7.8 {臨)65 ナデ 網代lii 7.5YR7/6 砂殺(大m> 中JOJ!圭~ 2本趨え2本滑りI本

¥'届 績色 送り

62 37 55 Xi9YI8 l'届 縄文土器 B震鉢 ナデ， 遣部ユピ*サエ. ナデ RL斜縄文， 10YR5/3 白色絵 中期後楽 剛附新E式

出1111 見晶唱ユピオサエ 平行沈線2条， スス付治 にぷいui禍色

スス付着

38 54 X~ト21YIト 縄文土器 深鉢 隆積，刺~ 隆奇f.刺突， 10YR7/4 !!:色滋，白色絵， 中期後楽 r{l刷新H式 波状口縁決起部

!9 VJJ! ユピオサエ にぷい』配信色 22母
39 55 I却-21Y18-純克上&:i 深鉢 U'1'‘状沈線文， IOYR6I4 中期後楽 市闘聖母日式 40と阿骨1体か

i9 V層 赤彩痕 に_'¥{V'l世[般色
40 I街角.21Y陪陶 純文土器 深鉢 ナデ U字状沈線文. 7.5YR7/4 中WH監禁 市閉鎖日式 39と同相1休地、

i9 V廟 書草分的にみ彩 にぷい栂色

濃
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第19表堂前遺跡 土器ー賞(3)
j中闘 遺物 写Jt 迎4持 出土地点 種軍l 能強

法主i(帥) 員存車 1-1緑内lii謝盤 n綜外I雨海盤 体古車内耐i調盤 休部外I師湖豊臣 成都内l師調整 厳書官外I師調整 胎土色誠 胎土の特徴 時帰l 迎式
備考

帯号 司島号 I:;(II~匝 口径 協商底径 (拍) 。if.細時期

62 41 X15Y13 ghW 縄文士~ 深鉢 進弧文? 7.5YR6/3 赤色tt砂絞 中期IJf員集 ~lmJ時 E 式 双磁波磁波状11総
列.... 1 にぷい紛色

42 55 Xa--2JYJト 縄文士~ B震鉢 陸自Eを貝被服縁 7.5YR7/4 赤色舷，砂主立 中期t豊富E ~l悶新 E 式 双lTJ'i波孤液状口縁

19 V廟 文で刻む.矢羽 にぷい松色

:t!:首;轟~スス付着

43 Xa--2JYJト 縄文士i器 深鉢 ナデ 平行『瓜車. 7.5YR7/4 赤色v..砂v. 中JOJf長紫 Ql聞紙日式

!9 VM 矢羽状沈線 にぷい指色

44 55 X却~2IYI8~ 縄文上~ 深鉢 ナデ 平行沈J線， ナデ 矢jJ;JlJC沈線文 10YR6I~ 赤色主主，長l色主主， 中期後楽 市闘新日式

i9 V踊 LRIIllSc: にぷい!lil畳色 石英

6 ~ X!9YJ9 Vlj 純文土i器 深鉢 (11.2) 11.2 (底) ススH:1'f 粂線.ナデ， スダレ状圧羽目 IOYR6I4 砂絵 後期初百1 腕問式

出立 約l∞ スス付お にぷい'1fi:;隠色

46 55 XI9YJ8 V屠 縄文土;器 深鉢 平行沈鍛IIU 櫛状工Aによる IOYR7/4 内石段.石英 後期初頭 前回式

列.. a 粂線 に..1;ぃ黄綬色

47 Di¥'Il \'，，~品 純文士i器 派鉢 ススfNf 粂線 2.5Y6/3 砂殺 後期初話(i 前閉式

!lm1 V"~i にぷい貨色

48 57 I却~2IYI8~ 縄文土~ ~鉢 指耳目沈J線i粂 RL縦縄文 5YR7/3 fH十 後即l初頭 が1旺l式 "9と同 lIIH;本か
i9 V掴 にぷい4畳色

49 55 X却，YJ8V.II 純文土;器 深鉢 30.8 (10.1) 7 ナデ 指~ì;U車1条 ナデ RL縦縄文 7.5YR6I6 白色粒，石英.':S母 後期初頭 前閉式 48と悶側体か

tiIlXJ9YI7 4量色
漏出t
XI8YJ8 V屠

50 XllYi3 Ih層 縄文士.r，jt畏鉢 33.0 4.5 指戚i沈線2粂. IOYR7/3 砂n 後期初蝋 iiu旺|式
X3lY!3 1，幅 RU誕純文 にぷい此燈色

63 51 55 X却mv届 純文土:!.f 深鉢 33.6 (13.9) 10 平行説;線I!U川点 RL純文 IOYR512 白色飽.石英.':S母 後期初頭 前倒式

世立 灰iIi.制色

52 56 I19¥1S I恥凪 純文土器 深鉢 9.8 (42) 28 ユピオサエ， 平行沈線開測点 餓条線(If.滅3 IOYR6I3 白色4宣，石英.':Sf，J 後期初員(i 腕聞式

IUYll V恥3 炭化物f.J牙f にぷいI町綬色

53 56 X18Y16 ¥'，11 純文上:!.f 深鉢 ナデ 平行沈線IIU JOYR6I2 白色粒.~:i'!央，，!!母 後期初夏fi liil閉式

臨時 列.I.!~:.縦条線. 灰疎開~l!!
スス付泊

54 56 I羽~2IYI8~ 純文上:!.f 深鉢 11.8 (6ω 45 ナデ。スス付活 主I'h島じ車産2粂 縦純文 5YR4/6 白色絵.4oi!li:，':SV，後開l初頭 前社l式 五五と同 和1体か

i9 V踊 亦制色

五5 ~ I加サ1Y18.陶 純文土;器 深鉢 (4.2) 8.0 {底)83 ナデ，ススf'f:1'1 縦純文 ナデ，肱射状 網代mか(* 5YR4/6 白色絞，石英，~母 後期初頭 前回式 54と同倒体か

i9 V踊 ユピオサエ 減) ~~純色(かなり

煤がH:n>
56 XI町16VIM 純文1:1器 鉢 ナデ ナヂ 7.5YRs/4 砂t~.1HI 中期後輩~ 市聞紙

にぷい総色 後期初頭 iiu旺|式
57 XI2YIO 1柑 縄文土;器 鉢 13.0 (3.8) 8 ナデ ナヂo軽減} 7.5YR7/4 砂.n 中期後耳障~ ~l聞紙

にぷい板色 後間胸躍l 前世間式

五8 X13Y15 gbW 縄文士i器 深鉢 治郎~Jみ 端部~IJみ. IOYR6/3 砂綻 中期後輩~ QllUg時
RU駐日文 にぷい1配信色 後期者~m 前閉式

59 X3lY3J V，届 純文土~ 深鉢 (14.5) スス付着 上位LR掛縄文下 IOYR7/4 赤色豊立 中期後輩~ 市闘新

位置縄文.AAlt1'} に..1;いi配位色 後}脚j瓢 前回式

(j() SDI02 ぬ28.X19Y16 純文土器 深鉢 44.6 (16.4) t)8 r.il部聞取り， RL錫縄文 5YR3/6 内色栓 中期後輩~ 市閉鎖

V乱事ぬal. RL銭縄文 l碕広三褐色 後期初頭 iiil閉式

XJ9Y!7 V，量
総1.22
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第19表堂前遺跡 土器一覧(4)
t中l渇 z番t物号 'rFti 治情 出よ地点 積鎖 総じ犠

法11U四) 最存率
口緑内蘭調書E口総外揃i測量産 体部内術調整 体郎外f回調整 成古島内而，狗豊富 底節外耐謝量産 1胎よ色調 船よの特徴 時期

型図式
側I考

番号 |苅l仮 口径 骨量高成後 (拍) Jf.細時期

64 61 57 xm 131層 縄文士総 深鉢 誰頂部に円t網 5YR5/6 白色絞，石!A:1H主 後則前1臨 会L尿 Ib式
;百着替革) ~文，..Ii趨輔突の 明暗t総色

沈lQ，コ角帽突文

62 57 Xlm3 gbW 縄文士~ 漂鉢? 円.{i剥喪主，ま埠 7.5YR5/3 白色n..:fi英，~Bほ 後則前必 主(1主Ib式
刺史咽詑韓.三角刺 にぷい鈎色

史文平li詑融3条
(j.J SOI02 X13Y14 N!I 純文土器 深鉢 RL叙縄文， 5YR5/4 赤色ty;，砂投 後期lj~~鹿 気hl1 b式

三角刺矢文 にぷい赤側色

64 58 50102 百面 縄文士~ 深鉢 沈線内に二角 縦縄文 7.5YR5/4 白色絞.'0';針，~り 後則前Ali 5e(.尿 1b式
刺~文 にぷい縞色

晶5 SOI02 XI2¥'14 1.11 純文土;器 深鉢 スス付ま} 三角綱突文. 5YR6/4 赤色ty;，砂栓 後則前t.'1 気風 1b式
臥X13Y16 R峨縄文(摩滅} にぷい綬色

hQ 
(j(j 58 SOI02 X13Y15 ga.lj 純文上&:i 深鉢 25.8 (7.9) 10 斜縄文.三角 RL縦縄文 IOYR5/3 1"1色殺.:/:;英.~H} 後則前楽 気hl1 b式

滋島 刺~文2粂 にぷい賞褐色

67 57 SOI02 113Y15 lQj. 縄文士総 深鉢 21.7 (4.2) 23 ナデ ユピオサムRL斜 縦訓i文 7.5YR6I4 後則前~ $"{.尿 1b式
X12Y14 縄文，ミ~H沈線 にぷい板色

邸 XIOYl6 D必 縄文土器 深鉢 ユピオサエ，RL RL1曜縄文 7.5YR6/4 1r針 後期IÌ~~臨 主t屍Ib式
事|網i文，平行此 にぷい4畳色
線闘に短説;総

(j!J 57 50102 XI2¥'14 1.冒 縄文1・器 深鉢 ススHll |司形jfiJJ失文. 7.5YR6I4 赤色tt砂t~ 後則前東 主t尿 1b式
員S 平行おじ鍛， にぷい将色

末Y酬~の沈線
Fり 57 X14Y13 gbW 縄文士i器 深鉢 円形jfiJJ突文， 7.5YR6I6 砂殺 後則前~ 公民Ib式

三角事IJ~坦文. 4霊色
スス付.(1

刀 57 .1m o，iJj 純文土;器 深鉢 ナデ 事時縄文，指頭 7.5YR6/6 正l色粧/;r針.22母 後則前tI'S 気回 1b式
:商量詩草) による突起$， 4霊色

平行沈線2粂
72 58 SOI02 脳8 純文1:;器 探鉢 端部総状工具 5YR6/6 1'm 後則前祭 気k!1 b式

で斜位の刺失， 4霊色
竹tまで刺~

73 58 SOI02 出7 純文土器 iJi鉢' 端$ヘラ状工 5YR6/4 FI色校.fi英，'1S"~ 後期lj~t.'1 気底 1b式 受口状口総

具で欠羽状車l にぷいね色

災，'T'・fi剖;線
74 58 xm l.liI 純ix上&:i 探鉱 ナデ.スス付着 斜縄文，総状て 縦純文 IOYR6I3 白色校，骨針，M英，後期1)司祭 会1底 1b式

:I!l替革) 具で斜里lみ. にぷい.&1畳色 会母

平行沈線2{t，
75 58 xm "1圏 縄文土器 深鉢 溜自E強鉱工具で RU誕縄文 5YR6/4 砂S宣，赤色ty; 後則前3臨 気屍Ib式

斜刻み。RL錦縄 にぷい』音色

文，干行詑線2粂
76 58 xm "1暗 縄文土器 深鉢 費量部棒状工具 RL1曜縄文，ス 2.5YR6/8 'fr~十 後則前猿 気届Ib式

で紛j¥i.刺哲也RL ス付治 鐙色

斜純良:，，~行沈

線2粂，スス付.?'i
77 57 X15Y19 g必 純文土器 深鉢 虫歯部縦;!tlJみ， 7.5YR6I6 後則前必 気b!1 b式

平行沈線3{t， 4音色

識
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&5 
第19表堂前遺 跡土 器ー賞(5)
J中随 遺物 写J1 巡4持 出上地点 種軍l 持制

法主i(師) 現存車
日緑内lii調It n綜外I師調書E体古車内耐湖盤 休部外I師湖豊臣 成都内l師調整 厳部外I師調豊富 胎土色調 胎土の特徴 時帰l

型式
備考

帯号 4骨号 1:;(11仮 口径?量高 成後 (拍) 。if.細時期

6s F宮 58 SOI02 ぬ却 縄文士~ 深鉢 29.8 (8.7) 13 斜縄文， 悶J誕縄文 7.5YR6/4 白色tv:.;!l色l.長石 後則前柴 主t尿 Ib式
平行沈線2条， にぷい授色

縦斜i文
79 XloYI8 obft 縄文上;器 深鉢 降都にL~需縄 10YR6I3 骨針 後則前楽 会L展Ib式

文，平行沈線 にぷい1首位色

80 X13Y15 o漏 縄文士i器 深鉢 RL告書縄文，とl' 5YR5/6 .n針 後則前;!(s $(尿 1b式

行訓;鋭i，めま車 明亦制色

間縦縄文

81 SP5 純文士i器 深鉢 RL斜縄.)t，m孤 RI緩純止.. 10YR5/3 後則前』臨 s，t尿 Ib式
制;線.AA付泊 スス付潜 にぷい111ぬ色

82 58 SOI02 出品: 縄文 I'.l器 深鉢 樺抗工具による長 7.5YR4/6 FI色tv:..fi英，23母 後期liíf~底 気属 1b式
方形臣輔の詑組文 尚色

且3 57 SOI02 1il13 純文上~ 深鉢 18.8 (4.3) 5 RL叙縄文，指 縦純文 5YR5/4 砂粒 後期面白紫 気掛 1b式
lS1による列 !.!，( にぷい赤褐色

84 SOI02 X!2YII 1ill 純文土器 深鉢 RL錦縄文 縦純文 7.5YR6/3 赤色tv: 後則前~ 気回 1b式
にぷい縞色

且5 鳩山 Oa.tl 縄文士総 深鉢 19.8 (2.8) 8 ナデ RL斜縄文 5YR5/6 砂綻 後則前必 会t尿 Ib式
明亦紛色

86 57 SOI02 X!5Y13 縄文土器 深鉢 (3.3) 9.0 {底)32 ナデ，スス1't;i'1 RU誕縄文 5YR5/4 赤色tv:.砂.N: 後期的;!l'j 気属 1b式
にA旬、正、制色

87 57 50102 ぬ28.¥5 純文土&:i 深鉢 (8.8) ナデ RL縦縄文 5YR6/4 靖之色tv:.砂設 後則前淡 気h!1 b式
にぷい燈i!!

晶S X21YI9 l'掴 純文土器 深鉢 (15.1) 15.4 {底)~ ナデ RL絞純文(摩 網代1M 5YR7/4 砂tv: 後則前袋 気回 Ib式
1il1 減) にぷいお色

ω 丘9 62 XI1YJ5 [州 須mu 4司、議 1かi権 2.2 85 ロクロナデ ロクロナデ (別部)仕上げ OJ!部)回転 2.5Y6/1 白色tv: 古代 7C第4阿半胸 胎士分析NO.I.
1;.1)1!.l ナデ へラケズリ 貨灰色 mね燐き

.90 62 X5Y6 Db画 須l!!.~ 終草量 ゆ'Å~ 2-6 40 ロクロナデ ロクロナデ (頂部}仕上げ (頂部)1"(iI¥i; 2.5Y6/1 白色敏 古代 iC第4阿f.JOI 胎上分析NO.2.
X15Y15 Dt自 IIs)111 ナデ へラケズリ 前灰色 mね焼き

91 X19Y16 [bll 須必~ 停車E ゆ'Å~ (12) 15 ロクロナデ ロクロナヂ ('J百g~)仕上げ (1rig~) 向転 7.5Y6/1 古代 iCli54凶半期 mね焼き

l也al!2 ナデ ヘラケズリ 灰色

92 63 XI5YI3 nt軸 須M.{~詰 初;益 ゆì.~ 2.3 85 ロクロナデ ロデロナデ (mg官)制上げ (耳l部)回転 N5/0 n色絵 古代 7C第4四半期 胎土分析NO.3.
:1盟主画} ロ)1ω ナデ ヘラケズリ 以色 mね燐き

9.J XI9Y1S Hfi 土師骨量 4斑 15.8 (22o) 5 ロクロナデ ロクロナデ 7.5YR7/6 古代

鐙色

94 X13Y13 [bW 上倒~ 総 13.8 (2.5) 3 ロクロナデ ロクロナデ 7.5YR6I6 赤色絵，1~針 古代

続色

95 X16Y18 [b¥I ('.1泌総 4自 (1.4) 6.5 {庫)ro ロクロナデ 向転糸切り IOYR7/6 亦色詑 古代

明111褐色

96 63 X13Y13 nbW :.11色土;器 尚軒、 (42) 72 {匝)28 ミガキ ヘラケズリ ナデ ヘラケズリ 7.5YR7/6 (1色tv:，骨針.~ほ 古代 7C 外耐亦彩，内謝礼l色
4霊色

97 63 XI3Yl1 IJ掛 』車中瀬戸 出 9.7 2.1 4.1 10 ロクロナデ ロクロナデ ロクロナデ ロクロナテ' ロクロナデ l!!l転ヘラケズリ 2.5Y7/2 近世 16C末-17C 糊色i到な5Y813
yi音量色 淡貨色，糊薬:灰糊1，

o'f(ね焼き

.98 63 XI9YI8 1M 中凶製 続 (4.1) 5.9 {盛)18 ロタロナデ ロクロナデ ロクロナデ 回転ヘラケX>J7.5Y7/1 中世 13C前半 摘b色灘:2.5GY6I1
.m匝 yi内色 オリープ灰色，剰I~臨:

7i磁車h.商巨象割程系

露
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第V章 自然科学分析

板屋谷内 B ' C古墳群， 堂前遺跡では，現地調査期間(平成16年度)および整理期間(平成16~18

年度)に広い分野からの遺跡の理解を深めることを目的とし，様々な自然科学分析を実施した。

現地調査期間の分析は，板屋谷内C古墳群を対象とし，花粉並びに植物珪酸体の分析，赤色土の顔

料分析，放射'性炭素年代測定等を行った。整理期間の分析は，出土遺物を対象として，ガラス玉成分

分析，琉泊玉の産地同定，須恵器胎土分析，銅鏡の鉛同位体比分析並びに付着顔料分析，金属製品の

成分分析および放射性炭素年代測定等を行い，それぞれ結果を得た。

但し，堂前遺跡出土金属製品の放射性炭素年代測定については，袋状鉄斧 I点の分析を実施したが，

試科中の炭素含有量がごく微量であり ，測定不可という結果であったため，本書には掲載していない。

各分析の目的，種類，対象，分析者等は以下に一覧表で示す。

bI(r~ 分析1え料 分析~， 分析.fJ' {I・，~ 遺跡~ 遺4骨 対象

花粉 花粉分析
CI-C2・1;組生の復元
c4・C6 IEI:;'<土及ぴ整地上

自r僚体 補物fA僚体分析

X線1"lm分折・
(1'-1<)パリノ・サーヴェイ 'Jf.成16 4証Rl谷内B'Ci!iIJl鮮

赤色蝉1科の特定 赤色傾斜 2世光X線分析
Cl J_II!4¥l施tZ検111亦色ート

対属年代の検討 炭化物 f!J.射性決議年代測定 C2 上坑埋土{炭化物i魁上)

材質の検討 ガラス
ガラス主成分分析 (t-l<)パレオ・ラポ 平成17 桜庭谷内B-C古Itlt.宇 CI-C6 ガラλ小玉.ri玉 lU!. 
(欽光X線分析)

材質の検討・産地l司定 rtJt1 亦蛍外Jf:，分X線;iI:;分分続析・熱分初・ (財)JGgt!寺文化財研究所 '1'成17 桜嵐谷内B-C古担1併 B13・C6 続的ニIi. 3点

f'成17 4証k，谷内B-Ci!iIJl併 B13-C2 ~Ji恕桔:; 4点

厳地問定 gu，且総 lJ(先X線分続 胎上分析研究会

平成18 常的・む持附川[~遺跡 須:!~器I 8点

前1料の特定 付;{llfi科のm光X線分析
平成16 ~文鋭 IJ.~ 

厳材料及ぴ製品の検討 鉛同位体比副Un!
鋭 (財)元gt!守文化財研究所 ト一一一一一 板E量谷内B-C;ljIJl群 C6 

庫1料の特定 H.i'1商t科の蛍;il:;X，線分析
平成17 内行イk文m Il( 

朕材料及び製品の般討 鉛1，;Jf(l体比測定

;f!ibj谷内B-Ci'i，坑併 813 欽刀 Ili. 
干(&:16

堂前遺跡 欽1f. ll.< 
材質・帰属年代の験対 金属製品 金属学的分.frr-成分分.frr (財)元gt!寺文化財研究所

B13・Cl・
T成 18 4証魁谷rA1B-C古年1群 C4・C6・ 金属製品 13l!. 

C7・尾技

材質の検討 金属製品 蛍光X線分析 (財)元gt!、干文化財研究所 £ドJocl8 4証屋谷内B・Ci'iltlt.宇 Cl 金属製品 l点

4証照谷内B-C占償f.1l B13 鉄刀 l )~ 
官I完成16

金属製品の政射性保素
堂前遺跡 欽斧 lli. 

帰属年代の検討 金属製品
年代測定

(財)元興寺文化財研究所

B13・Cl-
平成18 4証Rl谷内B-C古Itl3事 c4・C7・ 金属製品 6点

J己犠

第20表 自然科学分析一覧
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1 板屋谷内B'C古墳群

( 1 ) 自然科学分析

A はじめに

パリノ・サーヴェイ株式会社

富山県高岡市五十里地区に所在する板屋谷内B'C古墳群は，小矢部川左岸の二上丘陵に連なる西

山丘陵上に立地している 。 本古墳群はA~D支群からなり，過去に行われた分布調査によれば27基の

古墳の所在が明らかとされている。

本報告では，C古墳群において新たに確認されたC1・C2・C4・C6号墳より採取された土壌

試料や炭化物試料を対象に自然科学分析を行い，遺構の年代や古植生，赤色顔料の由来について検討

する。

B 試 料

試料は，炭化物混じり 土壌，調査所見から旧表土 ・盛土とされる土層から採取された土壌，さらに，

赤色土とされる土壌からなる。以下に，各古墳の調査所見と合わせて試料の概要を示す。

C 1号墳

径24mの円墳と推定され，墳丘西側からは周溝が被出されている。墳Eは，地山(目表土)の整形

と，賞褐色或は褐色の砂 ・砂質土からなる盛土によって築造されている。埋葬施設は，墳丘中心部よ

りやや西側に位置し，掘形は長さ6.4m，幅1.9m，深さ0.2mを測る。この掘形北側の棺外に相当する

底面からは40x80cm程の範囲で赤色土が堆積する状況が確認されている。

試料は，墳丘上に南北方向に設定されたトレンチの土層断面に認められた盛土或は整地層と考P えら

れる土層である南北断面8・9・10層より採取された土壊3試料(土6~ 8) と，上述した埋葬施設

掘形に認められた赤色土 1試料(土 1)である。

これらの試料のうち，土 6~8 については花粉分析 ・ 植物珪酸体分析， 土 1 については蛍光X線分

析を行う。

C2号墳

周溝を有する古墳であり，墳丘は旧表土の整地及び盛土によって築造されている。埋葬施設は，墳

丘のほぼ中央に位置するが，棺床のごく 一部が検出されたのみとされる。また，埋葬施設のほぼ中心

部と考えられる地点からは中世の土坑 (SK 2)が被山されている。

試料は，上記した SK2から採取された炭化物混じり土壌(土 2~ 4)，埋葬施設から採取された

炭化物混じり土壌(土 5)，墳丘上に南西一北東方向に設定されたトレンチの土層断面に認められた

22暗(旧表土 :土9) と24・32暗(盛土 :土10・11)より採取された土壌3試料である。

これらの試料のうち，炭化物混じり土壌4試料については放射性炭素年代測定，旧表土及び盛土よ

り採取された土壌試料については花粉分析 ・植物珪酸体分析を行う 。

C4号墳

隅丸の方墳であり ，墳Eは地山(旧表土)の削出しと盛土によって築造される。埋葬施設は，墳丘

のほぼ中心部に位置し，掘形は長さ4.9m，I幅2.1~2.2m を測る 。

試料は，墳丘上に設定されたト レンチの土用断面に認められた南北断面28府(旧表土 :土13)，及

び13府(盛土 :土12)より採取された土壌2試料である。これらの試料を対象に花粉分析 ・植物珪酸
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第VT;l 向然科学分析

体分析を行う 。

C6号墳

周溝を有する円墳であり，周構内側から墳丘裾部まで'17mを測る。墳頂部には約8mの平坦面があ

り，当箇所より埋葬施設と考えられる落ち込みと中世の土坑2基が検出されている。

試料は，墳E上に北西一南東方向に設定された トレンチの土層断面に認められた地山 (旧表土)と

される土層より採取された土壌 l試料(土14)である。当試料を対象に花粉分析 ・植物珪酸体分析を

行う 。

C 分析方法

a 放射性炭素年代測定

試料は，超音波煮沸洗浄と酸 ・アルカリ ・酸洗浄(塩酸1.2N，水酸化ナトリウム 1N，塩酸1.2N)に

より ，不純物を取り除き，グラファ イト を合成し，測定用試科とする。測定機器はNEC製コンパク

トAMS・1.5SDHを用いる。放射性炭素の半減期はLIBBYの半減期5，568年を使用する。また， iJ.IJ定年

代は1950年を基点とした年代 (BP)であり ，誤差は標準偏差 (OneSigma ; 68%)に相当する年代で

ある。なお，暦年較正は.RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM CALIB REV5.02 (Copyright 

1986-2005 M Stuiver and PJ Reimer)を用い，誤差として標準偏差 (OneSigma)を用いる。

b 花粉分析

試料約10gについて，水酸化ナトリウムによる泥化， 飾別，重液(臭化亜鉛 :比重2.3)による有

機物の分離，フッ化水素酸による鉱物質の除去，アセ トリシス(無水酢酸9，濃硫酸1の混合液)処

理に よる植物遺体中のセルロースの分解を行い，物理 ・化学的処理を施して花粉を濃集する。残誼を

グリセリンで封入してプレパラ ートを作成し，出現する全ての種類について同定 ・計数する。結果は

同定 ・計数結果の一覧表として示す。

c 植物珪酸体分析

湿重5g前後の試料について過酸化水素水 ・塩酸処理，沈定法，重液分離法(ポリタングステン酸

ナト リウム，比重2.5)の順に物理 ・化学処理を行い，植物珪酸体を分離 .iI農集する。検鏡しやすい

濃度に希釈し，カバーガラス上に滴下 ・乾燥させる。乾燥後，プリュウラックスで封入してプレパラ

ートを作製する。400情の光学顕微鏡下で全面を走査し，その聞に出現するイネ科葉部(葉身と葉鞘)

の葉部短細胞に由来した植物珪酸体(以下，短細胞珪酸体と呼ぶ)および葉身機動細胞に由来した植

物珪酸体(以下，機動細胞珪酸体と呼ぶ)，およびこれらを含む珪化組織片を近藤 (2004)の分類に

基づいて同定し，計数する。結果は，検出された種類とその個数の一覧表で示す。

d X線回折分析・ 蛍光X繰分析

赤色顔料として利用される代表的な顔料鉱物は，ベンガラ(赤鉄鉱 ;hematite [a -FeZ03])を

はじめとして，水銀朱(辰砂 ;cinnabar [HgS])，鉛丹(鉛丹 ;minium [Pb304])が挙げられる。

これら無機顔料の科学的調査法としては，蛍光X線分析法により検出される鉄 (Fe)や水銀 (Hg)， 

硫黄 (S)あるいは鉛 (Pb)を指標として識別する手法と， x線回折法を刺用して得られる結晶構

造の特徴から赤鉄鉱，辰砂，鉛汁を同定する手法がある。

蛍光X線分析法では土壌に混在する赤色顔料を測定した場合，土壌に含まれる鉄も検出され，ベン

ガラか否かの判断が難しいこと ，検出された元素から顔料鉱物を推定する間接的な定性法であること

から，仮に鉄が検出されたとしても広義の 「ベンガラ」と位置付けられるのみである。したがって，

得られる情報に制限があることから，ここではX線回折法を併用し，顔料同定を行っている。
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蛍光X線分析は，セイコーインスツルメンツ側製エネルギ一分散型蛍光X線分析装置 (SE A 2120 

L)を利用し，微粉砕した赤色土をマイラー膜 (2.5μm) (ケンプレックス製CatNoI06) 上に国定し，

測定を実施する。なお，得られた特性X綿スペクトルは元素定性を実施した後，マイラー膜による吸

収補正を施し，ノンスタンダードによる FP法(ファンダメンタルパラメータ一法)により，酸化物

として定量演算を行い，相対含有率(質量%)を算出する。ただし，木装置による検出可能元素は

llNaから92U範囲にある元素であること，算出された相対含有率は半定量的なものであることに留

意しておかなければならない。X線回折分析は，微粉砕した赤色土をアルミニウムホルダーに充填し，

X線回折試験を実施する。

検出された物質の同定解析は， Materials Data，Inc.のX線回折パターン処理プログラム ]A DEを

用い，該当する化合物または鉱物を検索する。

D 結果

a 放射性炭素年代測定

同位体効果による補正を行った測定結果は， S K 2の土2は900土25，同士 3は895土25，同土4は

865::1::25，土曜葬施設 (SK 4)土 5は測定に十分な炭素が同収されず測定不能であった(表 1)。一方，

暦年較正結果(測定誤差を 2σ として計算させた結果)は， S K 2の土 2はcalADl042- 1209，S K 

2の土 3はca凶DI043-1213，S K 2 土4はcalADl050-1223を示す(表 2)。

なお，暦年較正とは，大気中の14C濃度が一定で半減期が5568年として算出された年代値に対し，

過去の宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の14C濃度の変動，及び半減期の違い (14Cの半減期

表 1 放射性炭素年代測定結果

i試料名 分析手法
補正年代 o13c 

BP (%0) 

02IY.C2 SK2 寸:2 AMSIt 蜘 主25 .25.85主0.11

02IY.(;2 SK2 土3 AMS法 895金25 .25.71念0.12

02IY.C2 SK2 'n'1 土4 AMS法 総5:1:25 .2485主0.11

02IY.C2 ~1!.~5(ã設 土5 AMS法 測定不fl1!

1 )旬・代自f[の鉱山には，Libbyの半減問'15568ifを使用。
2) BP51'代ituま. 195051'を基点として例年前であるかを示す。
3)付記した誤差は，測定説法σ(測定イ自の68%が入る範闘}を{I;代f自に換算した他。

表2 暦年較正結果
総事事名 舗4年代(BP) 1If~ド較Æ年代(四1) 相対比

02IY.C2 SK2 901:1:23 σ cal AD 1.047 ー回1 AD 1.088 c剖 BP 903 862 0.524 

cal AD 1.122 嶋 田 1 AD 1.1ぬ cal BP 828 削 811 0.183 

cal AD 1.149 -ω1  AD 1.174 cal BP 以)) 776 0.293 

2σ cal AD 1，042 -伺1 AD 1.107 caJ BP 908 843 0.472 

cal AD 1.117 -回1 AD 1.209 cal BP お3 741 0.528 

02IY.C2 SK2 894:1:23 σ cal AD 1，050 - cal AD 1.083 cal BP 9∞ 867 0.421 

cal AD 1.1おー ω1 AD 1.13o cal BP 8お 814 0.119 

cal AD 1.151 ー回1 AD I.H応 cal BP 799 765 0.434 

cal AD 1.203 - cal AD 1.205 c剖 BP 747 745 0.025 

2σ cal AD 1，043 -回1 AD I.I(泡 cal BP 907 847 0396 

cal AD 1，118 -ω1  AD 1.143 cal BP 832 807 0.134 

cal AD 1.146 - cal AD 1.213 c剖 BP ω4 737 0.470 

02IY.C2 SK2ド府 866ま幻 σ cal AD 1.164 ω cal AD 1.210 caJ BP 786 働 740 ゅ∞
2σ cal AD 1，050 ー凶1 AD 1.082 cal BP 制lO 総8 0.089 

cal A 0 1.124 -悶1 AD 1.1お caJ BP 826 814 0.018 

cal AD 1.151 ー回1 AD 1.223 cal BP 799 727 0.893 

02IY.C2 J!Il~施設 測定不能

1 )社m二1;1.， RADIOCARBON CALmRATION PROGRAM CALm REV5.02 (Copyrigbt 1986-2∞5MS同 iverand PJ Reimer)を使用。
2 ) 社tH二は，去に示した丸める前のfI[を色~mしている。

Code l¥。

8910.18 

8910.19 

8910.20 

8910・21

Code No. 

8910.18 

8910.19 

8910.20 

3) 1桁阿を丸めるのが慣例だが./lfil'般汀ι111線やJtj&I;般正プログラムが改11てされた場合の11..刊1):や比較が行いやすいように.llii阿を丸めていない。
4 )統計的に県の他が入る餓X事はσは68%，2σは95%である。
5)相対比は， σ，2σのそれぞれをlとした場合，続本的に)~の量iがイt在する比平を相対的に示したものである。
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5730:t40年)を較正することである。暦年較正に関しては，本来10年単位で表すのが通例であるが，

将来的に暦年較正プログラムや暦年較正曲線の改正があった場合の再計算や再検討に対応するため 1

年単位で表記する。また，本試料は， δ13Cの値から大気由来の炭素によって構成されていることか

ら北半球の大気中炭素用の較正曲線を用いる。

暦年較正結果は，測定誤差σ，2σ双方の値を計算し，表に併記する。σは統計的に真の値が68%

の確率で存在する範囲， 2σ は真の値が95%の確率で存在する範囲である。また，表中の相対比とは，

σ， 2σの範囲をそれぞれlとした場合，その範囲内で真の値が存在する確率を相対的に示したもの

である。

b 花粉分析

結果を表3に示す。いずれの試料も保存状態は不良であり，花粉化石 ・シダ類胞子がほとんど検出

されない。また，検出された個体も，いずれも風化が進んでいる状態である。

c 植物珪酸体分析

結果を表4に示す。各試料からは植物珠酸体が検出されるが，検出個数は100個未満と少ない。ま

た，保存状態も不良であり，表面に多数の小孔 (溶食痕)が認められる。いずれの試料からも，クマ

ザサ属を含むタケ亜科，ススキ属を含むウシクサ族，イチゴツナギ亜科等が僅かに認められる。これ

らの分類群中では，概してタケ亜科の産出が目立つ。

表3 花粉分析結果
02IY-CI 02IY-C2 02IY-C4 02IY-C6 

鶴 ~i 8\~ 9附 10M -必憎 24¥'l 32¥'1 印刷 281!'l 

磁土 機土 o.>e土 IU家主 磁土 縦士 記事土 IU表土 IU~~土
試科.:lIl'l;; 土6 土7 上8 上9 上10 土11 よ12 土13 上14

木本花.&)

マツ柄 働 僻 咽駒 僻 帽

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーー
Z'f本花紛

イネ科

キク温i掛 1 - -
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーー

不明花粉
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーー

シダ茸iJl'i!-f
ゼンマイ属

他のシダJi胞子 l 7 8 9 1 5 4 

合計

木本花粉 。 。 。 。 。 I 。 。
l.t~ド花粉 。 。 。 。 。 。 。
不明花粉 。 。 。 。 。 。 。 。 。
シダ官i胞子 7 。 9 。 9 5 4 

総ilt(不明を除く} 2 7 。 9 。 10 I 6 5 

表4 植物珪酸体分析結果
02IY-CI 02IY-C2 02IY-C4 02IY-C6 

組 鎖 8層 9府 10廊 22層 24府 32府 13陶 28府

!t'E土 機土 凝土 IU;;!~土 磁土 !t'E土 lilI'土 IU;;!.土 IU;;!~土

試科番号 土6 上7 上S 上9 上10 土11 土12 上1$ 上14
イネ科波宮E短細胞

タケiw.手十クマザサ廊 9 25 35 16 6 14 11 

タケ!lE桝 l s 2 2 
ウシクサ銚ススキ属 4 7 

イチアyナギ虫科 3 4 2 
司、IJI)キピ型 3 7 3 5 3 2 3 6 

-1"]1)ヒゲシパ捜 3 
不明lダンチク型 3 12 1 4 4 4 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー曲ーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーー・ーーーー

イネ科~身担費動線l

タケ唱{科クマザサ泌 12 15 2 21 14 2 12 10 

タケ~糾 l 2 2 

不明 5 5 4 2 3 4 2 
ノu、
イネ糾虫首都銀細胞sl般体 17 59 6 43 22 15 27 30 

イネ斜耳障身機動制胞n般体 18 22 2 27 2 16 5 16 12 
総計 35 81 8 70 3 38 20 43 42 
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d X線回折分析・ 蛍沌X線分析

蛍)'tx線分析の測定条件を表 5に， X~~t回折分析の測定条件を表 6 にボす。 また，蛍光X級スペク

トル図を図 1，定性 ・定量結果を};:.7，X線回折図を図 2に示す。

蛍光X線分析に よって検出された7じ素は， 一般的な珪酸取鉱物の構成元素で、あるケイ素 (Si)，ア

ルミニウム (Al)，チタン (Ti)，マンカリン (Mn)，鉄 (Fe)，カルシウム (Ca)，マグネシウム (Mg)， 

カリウム (K)，ル ビジウム (Rb)，ストロンチウム (Sr)，イットリウム (Y)，ジルコニウム (2r)

のほか，水銀 (Hg)である。これ ら検出元素の中で赤色顔料に出来すると考え られる元素は，水銀，

鉄の 2元素であり ，予測される顔料鉱物としては，水銀朱とベンガラ (赤鉄鉱)が挙げられる。ただ

し，鉄については亦色tljlの士域鉱物に由来するところが大きいと考えられ7 JJ~鉄鉱に由来するか否

か判断は困難である。

一方，x線回折分析によ って試料に合まれる鉱物稲を調査 した結果，検出された鉱物は一般的な造

岩鉱物であるわ英 (Quartz)，曹長.fi(albite)，微斜長，(-i(microcline)，白雲母 (muscovite)，緑泥

寸i(c1inochlore)のほか，赤鉄鉱 (hematite)の存在

を示す微弱な同折が認められる。なお，阿折問中には 表 5 蛍光X線測定条件

水銀朱の回折は{確認されていないが，仮に水銀朱とし

て存在していたとしても ，量的な問題で検1'1'，すること

は難しいと推察される。

81. 85 eps [ line.r 1 

Si 

16，60 keV 

81. 85 cps [ linc.r 1 

i ....L . l~_J_ll 
0.47 keV 

Hg 且斗ム4
16.60 keV 

図1 蛍光X線スペクトル(上:励起電圧15kV，下:50kV)
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iWli正袋;r( SEA2120L 

'r'i'f;止すーゲヅトノ己点 Rh 

コリメータ φ10.0四

7. )レター なし

マイラー ON 

1刈刑公 l~明・

ωJ起;11'1:(kV) 15 50 
)，-i:-.[ii斑(μA) I'IjJi~.i立3と IHb設定

拙IliiJIHiJ(.jj>) 300 説加

3主fb.:;括 Na-Ca Se-じ

表 6 X線回折測定条件
!{j!t j'j!'"j':ol!:父製MuhiFlcx

Target Cυ(Ka) 

fvloll肘 hrOl11ctCI Gral>hitcil1ll1l 

Voltage 40KV 

Cun引は 40l1lA 

D制ectoJ' SC 

CalculationMode cps 

Divergenc)'Slit l' 

Scat tc，'ingSlit 
Rf'cievillgSlit 0.3飢揃

S.'nllnillgSpeed 2. Imin 

s.川lIillg~l制1.. i単品目W，
Sampli山富Range O.Ol' 

&~~lnningR .. lng(~ 2--45
0 

表 7 蛍光X線定性・定量結果
成分:l'， 定:，(t'i~ ( wt?，\) M分強Jjt(q路}

MgO 2.24 8.891 (主0.2(9)

1¥1，0， 22.2 212.262(主0991)

SiO， か1.21 1101.611 (玄2.229)

K，O 225 108.筋。(:t0.7:l9)

CaO 0.31 27.751 (:t0.425) 

TiO， 0.83 16.!lω(:t0.325) 

MnO 0.08 4，566(%0.240) 

Fc，O， 7.76 520.!l82(:t1，お2)

日1>，0 0.02 7.190(主03.19)

SI'υ 0.02 9.778 (孟0370)

Y，01 0.01 4.563(%0.:147) 

2rO， 0.04 20.749 (:t0.445) 

HgO 0.04 3.461 (%0.268) 


